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近
代

に
お
け
る
雅
楽

の

「普

遍
化
」

近
衛
直
麿

の
業
績
を
中
心
に
ー

寺
内

直
子

は
じ
め
に

本
論
は
、

}
九
世
紀
後
半

に
西
洋
文
明
と
出
会

っ
た
以
降
の
近
代
日
本
に
お
い
て
、
日
本
の
伝
統
音
楽
が
西
洋
音
楽
と
の
関
係
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
再
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
怒
濤

の
よ
う
に
お
し
よ
せ
た
西
洋
文
化
、
西
洋
音
楽
を
目
の
前
に
し
て
、
そ
れ

ま
で
自
ら
の
世
界
の
中
だ
け
で
完
結
し
て
い
た
伝
統
音
楽
は
、
新
た
な
国
家
秩
序
、
新
た
な
社
会
秩
序
の
中
で
、
西
洋
音
楽
と
い
う
新
た
な
音

楽
文
化
と
の
共
存
あ
る
い
は
対
抗
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
技
術
的
側
面

に
お
け
る

「優
れ
た

・
進
ん
だ
西
洋
↑
↓
劣

っ
た

・
遅
れ
た
日
本
」
と

い
う
構
図
が
音
楽
文
化
の
側
面
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
、
日
本
の
伝
統
音
楽
は
西
洋
音
楽

に
比
べ
、
俗
悪
で
劣

っ
た
も
の
と
い
う
認
識
が
創

ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
研
究
は
、
こ
の
認
識
を
打
破
し
、
日
本

の
音
楽
に
も

一
貫
し
た
秩
序

が
あ
り
、
西
洋
音
楽
に

比
し

て
、
何
ら
遜
色
が
無
い

「高
度
な
」
音
楽
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
急
務
と
な

っ
た
。

本
論
で
は
、
特
に
雅
楽
と

い
う
分
野
の
事
例
に
注
目
す
る
が
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
三
点
の
理
由
が
あ
る
。
①
雅
楽
は
近
代
の
天
皇
制
、

国
民
国
家
構
築
に
お
け
る
儀
礼
再
編
成
の
過
程
で
、
そ
れ
に
附
随
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
自
身
も
再
構
築
、
再
編
成

さ
れ
た
。
②
雅
楽
は
天

皇
制
や
国
家
に
直
結
し
た
音
楽
と
し
て
、
日
本
音
楽

の
種
目
の
中
で
、
西
洋
音
楽
に
対
抗
し
う
る
も

っ
と
も

「高
度
な
」
音
楽
で
あ
っ
た
。
③

雅
楽
演
奏
に
携
わ
る
楽
人
た
ち
は
、
国
家
が
推
賞
す
る
西
洋
音
楽

の
大
規
模
な
受
容
の
最
先
端
に
置
か
れ
、
西
洋
音
楽
、
雅
楽
の
双
方
を
理
解

で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。

一
九



③

の
西
洋
音
楽
受
容

の
具
体
例
と
し
て
は
、
楽
人
の
小
学
唱
歌
、
保
育
唱
歌
の
作
曲
活
動
、
西
洋
器
楽
、
声
楽
の
伝
習

が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
従
来
は
主
に
音
楽
教
育
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
楽
人
の
西
洋
音
楽
受
容
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
来
た
。
本
論
は
、
今

一
度
、

彼
等

の
本
来
の
専
門
で
あ
る
雅
楽
に
焦
点
を
当
て
、
西
洋
音
楽
に
携
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
等
の
雅
楽

に
対
す
る
認
識
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
生

じ
た
か
を
、
考
察
す
る
。

本
論
は
、
タ
イ
ト
ル
に

「普
遍
化
」
と

い
う
こ
と
ば
を
掲
げ
た
。
西
洋
音
楽
と

の
関
係
に
お
い
て
、
明
治
以
降
雅
楽
人
が
と

っ
た

一
連
の
行

動
は
、
「普
遍
化
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
く
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
「普
遍
」
の
対
語
は

「特
殊
」
で
あ
る
。
伝
統
的

に
雅
楽
は
限
ら
れ
た

一

部
の
上
層
階
級
の
人
々
に
対
し
て
演
じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
伝
承
シ
ス
テ
ム
は
基
本
的
に
口
頭
伝
承
で
、
雅
楽

に
固
有
で
、
し
か
も
、

し
よ
う
が

雅
楽
内
部
で
も
声
楽
や
楽
器
ご
と
に
異
な
る
唱
歌
や
記
譜
法
に
拠

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
あ
る
種
の
閉
鎖
性

や
非
通
用
性
を
、
雅

楽
の

「特
殊
性
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
西
洋
音
楽
と
出
会

っ
て
以
後

の
雅
楽
人
た
ち
の
と

っ
た
行
動
は
、
雅
楽

の
実
演
を
よ
り

広
い
層
の
人
々
に
提
供
す
る
、
あ
る
い
は
、
衆
人
に
共
通
す
る
記
号
で
示
す
な
ど
の
雅
楽

の

「普
遍
化
」
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
明
治
末

か
ら
大
正
、
昭
和
初
期

に
か
け
て
、

一
般
人
を
対
象
と
し
た
公
開
演
奏
会
、
実
技
教
室
設
置
、
学
問
的
研
究
、
雑
誌
、
会
報
な
ど
で
の
研
究
の

公
開
、
雅
楽
の
西
洋
五
線
譜
訳
譜

・
採
譜
な
ど
が

「普
遍
化
」

の
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の

「普
遍
化
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

の
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
目
的
と
方
法
で
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
楽
人
の

家
系
以
外
の
人
物
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
あ
る
意
味
で
は
楽
人
以
上
に
情
熱
を
も

っ
て
雅
楽
に
深
く
関
わ

っ
て
い
る
。
本
論

で
は
、
明
治
末
以

降
、
雅
楽
界
で
起
こ

っ
た
様
々
な

「
普
遍
化
」
に
関
連
す
る
動
き
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
初
期

に
活
躍
し
、
早
世
し
た
近
衛
直
麿
の
業

績
に
焦
点
を
あ
て
る
。
近
衛
直
麿
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
従
来
、

雅
楽
研
究
者

の
間
で
断
片
的
に
、
雅
楽
曲
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
編
曲
、
雅
楽

団
体
設
立
、
雅
楽

の
ラ
ジ
オ
放
送
、
な
ど

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
本
論
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
曲
の
も
と
と
な

っ
た
雅
楽

の
五
線
譜
稿

や
直
麿
の
没
後
す
ぐ
に
編
ま
れ
た
遺
稿
集
、
追
悼
集
か
ら
知
ら
れ
る
直
麿
自
身

の
言
動
も
参
照
し
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め

て

一
つ
の
流
れ
と
し
て

二
〇



検

証

し

な

お

し
、
直

麿

に

と

っ
て
雅

楽

の

意

味

を

持

っ
て

い
た

の
か

、

を

考
え

る
。

「普
遍
化
」
と
は
何
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
し
て
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
直
麿

の
業
績
は
ど
の
よ
う
な

一
、

明
治
期
の
雅
楽
界
の
動
向

一
-

一

国
家
政
策
と
の
関
わ
り

雅
楽

は
近
代
の
天
皇
制
構
築
、
国
民
国
家
と
し
て
の
儀
礼
再
編
成
の
過
程
で
、
そ
れ
に
附
随
す
る
重
要
な
要
素
と
し

て
自
身
も
再
構
築
、
再

編
成

さ
れ
た
。
明
治
初
期
に
お
け
る
皇
室
あ
る

い
は
国
家
儀
式
に
お
け
る
雅
楽
は
、
御
神
楽
、
久
米
舞
、
大
直
日
歌
な
ど
特
に
神
道
系

(日
本

古
来

)

の
歌
舞
を
積
極
的

に
用

い
て
再
編
さ
れ
た

(塚
原

一
九
九
八
)
。

儀

礼

の
再
編
成
に
伴

い
、
そ
れ
を
実
践
す
る
楽
人
組
織
の
設
立
が
急
務
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
二
(
一
八
六
九
)年
の
東
京
遷
都
に
よ

り
、
関
西
の
京
都
、
奈
良
、
大
阪
で
別
々
に
活
動
し
て
い
た
楽
人
を
東
京

に
呼
び
寄
せ
、
江
戸
城
紅
葉
山
の
楽
人
と
と
も
に
再
編
成
し
、
明
治

三
(
一
八
七
〇
)年
、
今
日
の
宮
内
庁
楽
部
の
前
身

で
あ
る
雅
楽
局
が
太
政
官
の
下
に
設
置
さ
れ
る
(-
)。
雅
楽
局
の
設
置
と
と
も
に
、
諸
儀
式

に
演
奏
す

べ
き
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
が
選
曲
さ
れ
、
家
ご
と

に
編
纂
さ
れ
て
い
た
楽
譜
も
、
雅
楽
局
と
し
て
の
統

一
楽
譜

・
い
わ
ゆ
る

「明
治
撰
定
譜
」
(2
)が
作
ら
れ
る
。
雅
楽
局
は
そ
の
後
、
所
轄
の
部
署
や
名
称
が
何
回
も
変
わ
り
、
昭
和
二
四
年
六
月

に

「宮
内
庁
式
部
職
楽

部
」
と
な
り
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
わ
ず
ら
わ
し

い
の
で
、
本
論
で
は
以
後

「楽
部
」
の
称
を
便
宜
上
統

一
し
て
用
い
る
。

一
方

で
、
楽
人
た
ち
は
、
洋
楽
の
伝
習
に
も
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
明
治
八
年
に
洋
楽
の
伝
習
が
決
ま
り
、
九
年
に
イ
ギ
リ
ス

人

・
フ
ェ
ン
ト
ン
を
雇
い
入
れ
て
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
教
習
が
始
ま

っ
た
。
彼
等
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
、
サ

ッ
ク
ス
と
い
っ
た
管
楽
器
が
中
心
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
弦
楽
器
や
ピ
ア
ノ
も
教
習
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
管
弦
楽
の
体
裁

二

一



を
整

え

て

い

っ
た

(塚

原

一
九
九

三

一
二

三

二

～
二
六

三
、

五

六

一
～
五
六

四

)
。

しよ
う
か

ま
た
、
西
洋
音
楽
を
国
民
に
広
く
普
及
さ
せ
る
手
段
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
唱
歌
の
作
曲
も
明
治
初
期
に
は
楽
人

の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。

東
京
女
子
師
範
学
校

の
依
頼
で
明
治

一
〇
年
か
ら
一
三
年
ま
で
に

一
〇
〇
曲
以
上

の
保
育
唱
歌
が
雅
楽

の
楽
人
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
、
楽
人
は

同
校

で
出
張
教
授
も
行

っ
た
(3
)。

お
ん
が
く
と
り
しら
べ
が
か
り

一
方
、
雅
楽
局
と
は
別
に
、
新
た
な
音
楽
機
関
と
し
て

「音
楽
取
調
掛
」
が
明
治

一
二

(
一
八
七
九
)
年

に
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
治
二

〇
年

に

「東
京
音
楽
学
校
」
と
な

っ
た
。
こ
こ
で
も
洋
楽
の
実
技
伝
習
と
音
律
論
、
音
響
学
な
ど
の
教
習
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
西
洋
音
楽
家

に
よ
る
唱
歌
の
作
曲
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
明
治

一
〇
年
代
か
ら

「小
学
唱
歌
集
」
な
ど
と
し
て
出
版
も

さ
れ
て
い
る
。

ほ
う
が
く
ち
よう

さ

が
か
り

東
京
音
楽
学
校

に
お
け
る
も
う

一
つ
の
注
目
す
べ
き
事
業
は
、
明
治
四
〇

(
一
九
〇
七
)
年
に
校
内

に
設
置
さ
れ
た

「邦
楽
調
査
掛
」
の
活

動
で
あ
る
。
東
京
音
楽
学
校
の
前
身

で
あ
る
音
楽
取
調
掛
は
、
設
立
当
初
、
①
東
西
二
洋
の
音
楽
を
折
衷
し
て
、
新
曲
を
作
る
事
、
②
将
来
国

楽
を
興
す
べ
き
人
物
を
養
成
す
る
事
、
③
諸
学
校
に
音
楽
を
実
施
す
る
事
、
の
三
項
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た

(伊
沢

一
八
八
四
(
一
九
七

一
)
"

五
～
八
)。
こ
れ
ら
の
目
標
達
成
の
た
め
に
伝
統
音
楽
の
調
査
、
研
究
は
重
要
な
作
業
で
あ

っ
た
が
、
明
治
四
〇
年
に
至

っ
て
や
っ
と
邦
楽
研

た

な
か
し
ま

へ
い

究
の
た
め
の
専
門
の
公
的
機
関
が
誕
生
し
た
わ
け
で
あ
る
。
民
間
で
は
邦
楽
調
査
掛
に
先
立
ち
、
物
理
学
者

の
田
中
正
平

(
一
八
⊥ハ
ニ
～
一
九

四
五
)
が
明
治
三
二

(
一
八
九
九
)
年
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
て
、
自
宅
に

「邦
楽
研
究
所
」
を
設
立
し
、
日
本
の
伝
統
音
楽

の
様

々
な
種
目
の

西
洋
五
線
譜
化
を
行

っ
て
い
る
。
邦
楽
調
査
掛
の
主
な
業
務
も
、
伝
統
音
楽
の
鐵
管
録
音
と
五
線
譜
化

で
あ

っ
た
(4
)。

ひ
よ
う
ち
よう

ね

と
り

邦
楽
調
査
掛
の
雅
楽
の
五
線
譜
化
は
、
大
正
八

(
一
九

一
九
)
年
～
昭
和
二

(
一
九
二
七
)年
に
か
け
て
、
平
調

〈音
取
〉
と

〈越
殿
楽
〉
、

お
よ
び
餓
趨
諜

〈音
取
〉
他

一
九
曲
に

つ
い
て
行
わ
れ
た
(5
)。
C
D
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど
、
手
軽

に
再
生
で
き
る
装
置
が
な
い
時
代
、

複
雑
な
器
楽
合
奏

の
雅
楽
を
五
線
譜
化
す
る
こ
と
は
、
大
変
な
困
難
を
伴

っ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と

に
、
管
楽
器
の
龍
笛
と

箏
築

の
部
分
は
、
お
の
お
の
二
段
に
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
上
段
に
は

「書
法
」
と
し
て
雅
楽
の
伝
統
的
楽
譜
か
ら

の
機
械
的
な
翻
訳
、
下

二
二



段
に
は

「奏
法
」
と
し
て
実
際
吹
か
れ
る
旋
律
が
、
息
継
ぎ
、
微
妙
な
音
の
上
下
、
ア
ク
セ
ン
ト

(押
す
息
)
な
ど
交
え

て
記
さ
れ
て
お
り
、

苦
労

の
あ
と
が
偲
ば
れ
る
。
雅
楽
の
五
線
譜
化

の
理
念
あ
る
い
は
技
術
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
衛
直
麿
の
仕
事
と
絡
め
て
、
後

に
詳
述
す
る
。

一
-

二

一
般
へ
の
雅
楽
の
普
及

さ

て
、
楽
部
の
楽
人
は
様

々
な
行
事
で
楽
人
と
し
て
公
務
を
果
た
す

]
方
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

一
般
の
人
々
を
対
象
と
し
た

雅
楽

の
理
解
と
普
及
に
つ
と
め
た
。
そ
の
活
動
は
、
雅
楽
団
体
を
設
立
し

一
般
の
人
々
に
雅
楽
の
実
技
を
教
え
る
場
合
と
、
雅
楽
の
理
論
、
歴

史
な
ど

の
研
究
、
解
説
を
雑
誌
等
で
公
刊
す
る
場
合
と
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
鳥
静
鷹
匹
贈

(
一
八
七
六
～

一
九
三
二
)
(6
)

と
う

ぎ

て
つ
て
き

の

「
雅

楽

普

及
会

」

(
一
九

二
八

年

設
立
)

が

あ

る
。

ま

た
同
会

で

は
雑

誌

『
雅
楽
』

も

発

行

し

て

い
た

。

後

者

の
例

と

し

て
は

、
東

儀

鉄

笛

(
一
八

六

九

～

一
九

二

五

)

(7
)
の
雑
誌

『
音

楽

界

』

に
連

載

さ

れ

た

「
日
本
音

楽
史

考

」

や

、
舞

藤

艦

(
一
八

六

五

～

一
九

四
四

)

(8
)
の
著

つ
じ
の
り
つ
ぐ

作

『
雅

楽

』

(
一
九

四

二

)

な

ど

が

あ
る
。

ま

た

、

実
技

に
関

す

る

、

よ

り
専

門
的

な

解

説

書

、
楽

譜

と

し

て
は

辻

則

承

(
一
八

五

六

～

一
九

二

二

)

(9
)
の

『舞

楽

作

法

』

(
一
九
〇

六
、

手

稿

本

『楽

道

撰
書

』

第

八
巻
)
、
雌
堺

墨

瀧

(
一
八

八

五

～

一
九

七

〇

)

(m
)
の

『鳳

笙

手

移

口

伝

書

』

(
一
九
四

一
)

(多

忠

保

の
口
伝
を

書

き

取

る
)
、

『撃
物

総

譜

』

(
一
九

四

二
)

(
『楽

道

撰
書

』

第

一
巻

、

の
ち

『
雅
楽

打

物

総

譜

』

と

し

て

日

本

雅
楽

会

か

ら
復

刊

(
一
九

六

四
)
)

な

ど

が
戦

前

に
上

梓

さ

れ

て

い
る
。

し
ば
す
け
ひ
ろ

戦

後
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
、
音
楽
大
学
で
の
雅
楽
の
理
論
、
実
技
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
芝
祐
泰

(
一
八
九
八
～

一
九

八
二
)
(u
)は
楽
部
退
官
後
、

一
九
五
六
年
か
ら
国
立
音
楽
大
学
教
授

(
一
九
七
五
年
か
ら
は
名
誉
教
授
)
と
な
っ
て
、
音
大
生

へ
の
実
技
と

理
論

の
普
及
に
勤
め
た
。
ま
た
、
薦
静
種
薫
蠣

(
一
九

一
〇
～

一
九
九
三
)
〔些
は

一
九
六
二
年
か
ら
七
八
年
ま
で
東
京
芸
術
大
学
で
雅
楽
の

実
技

指
導
を
し
、
そ
の
後
は
爆
櫛
擶
(
一
九
三
五
～
)
(B
)が
継
い
で
い
る
。

二
三



ふ

そ
く

ま

た

、
楽

人

に

よ

る
戦

後

の
出

版

物

と

し

て
は
、
雅

楽

の

理

論

、
歴

史

に

関

す

る
研

究

論
文

の
他

に

、
山

井

基
清

の

『
風

俗

訳

譜
』

(
一
九

六

一
)
、

『催

馬

楽

訳

譜
』

(
一
九

六

六

)

や

、
芝

祐
泰

の

『
雅

楽

第

一
集

管

絃

総

譜
』

(
一
九

五

五

)
、

『雅

楽

第

二
集

催

馬
楽

総
譜

』

(
一
九

五
六

)
、

『五

線

譜

に
よ

る
雅

楽

総

譜
』

(全

四
冊

)

(
一
九

六

八

～
七

二
)

な

ど

、
西
洋

五
線

譜

に
よ

る
雅

楽

の
採

・
訳

譜

出
版

が
注

目

さ

れ

る

(後

述

)
。

二
四

二
、

近
衛
直
麿
の
業
績

ニ
ー

[

直
麿
の
経
歴

近
衛
直
麿
は
、

い
わ
ゆ
る
世
襲
的
な
楽
人
の
家
系
で
は
な

い
が
、
近
代
雅
楽
史

に
お
い
て
重
要
な
業
績
を
残
し
た
人
物

で
あ
る
。

『近
衛
直
麿
追
悼
録
』
に
よ
れ
ば
、
近
衛
直
麿
は
明
治
三
三

(
一
九
〇
〇
)
年
、
近
衛
篤
麿
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
長
兄
は
政
治
家
の

文
磨
、
次
兄
は
西
洋
音
楽
家
の
秀
麿
、
弟

に
水
谷
川
家
に
養
子
に
い
っ
た
忠
麿
が
い
る
。
二
〇
歳
前
後
の
時
期
は
、
詩
や
戯
曲

の
創
作
な
ど
を

行

っ
て
い
た
。
音
楽
の
経
歴
と
し
て
は
、
大
正

一
一
(
一
九

二
二
)
年
か
ら
ホ
ル
ン
を
習
い
、
は
じ
め
西
洋
音
楽
に
親
し

ん
だ
。
大
正

一
三
年

そ
の

と

い
ち
ろ
う

か

ら

雅
楽

の
笙

を

薗

十

一
郎

(
一
八

七

一
～

一
九

三

八
)
(14
)
に
習

い
、
綜

竹

会

(15
)
に
入

会
、

昭
和

二

(
一
九

二
七

)

年

、

東

儀

民

四
郎

に
箏

葉

を
師

事

し

た

。
民

四
郎

は
昭
和

三

年

に

「
雅
楽

普
及
会

」

を

設

立

し

て

い
る

が

、

直

麿
も

こ

れ
に

参

加

し

て

い
る
。

昭

和

五
年

に
多

忠
龍

に

琵

琶

を
師

事

。

昭

和

六

年

一
月

、

「
雅

楽

普

及
会

」
を

脱

会

し

、
新

た

に

「
雅

楽

同

志

協

会
」

を
設

立

し

て
、

一
般

人

を

対

象

と

し

た
雅
楽

の

実

技
講

習

、
演

奏

会

を
亡

く
な

る
直

前

ま

で
催

し
た

(室

一
九

三

三
)
。

】
方

、

昭
和

四
年

こ

ろ
か
ら

、
雅

楽

の
理

論

、
歴
史

研
究

を

本

格
的

に
始

め
、

そ

の
成
果

は
雑
誌

『音

楽

世

界
』

な

ど

に
発

表

さ
れ
た

。
ま

た

、
後

述

す

る

よ
う

に
、

唐
楽

、
高

麗

楽

、

催

馬
楽

の
二
〇

曲

あ

ま

り
を
西

洋

の

五

線

譜

に
採

譜

し

、

さ

ら

に

こ
れ

を

も

と

に

、
数

曲
を

オ

ー



ケ
ス
ト

ラ
版
に
編
曲
し
て
い
る

(近
衛

一
九
三
三

(三
四
))。

直
麿

は
い
わ
ゆ
る
世
襲
的
な
楽
家
の
出
身
で
は
な
く
、
東
京
音
楽
学
校
出
の
西
洋
音
楽
家
で
も
な
か
っ
た
が
、
在
野
の
立
場
か
ら
そ
の
晩
年

を
雅
楽

の
普
及
と
発
展
、
そ
し
て
西
洋
音
楽
と
雅
楽
の
融
合
に
よ
る
新
し
い
創
造
に
尽
く
し
た
(16
)。
直
麿
は
三
二
歳
の
誕
生
日
を
待

つ
こ
と

な
く
、
昭
和
七

(
一
九
三
二
)
年
七
月
二
二
日
に
亡
く
な
っ
た

(文
末

「近
衛
直
麿
略
年
譜
」
参
照
)
。

ニ
ー

二

直
麿
の
活
動

ニ
ー

ニ
ー

一

雅
楽
同
志
協
会

『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
所
収

「雅
楽
同
志
協
会
日
誌
抄
」
に
よ
る
と
、
雅
楽
同
志
協
会
は
昭
和
六

(
一
九
三

一
)
年

一
月

一
四
日
に
第

一
回
目

の
稽
古
を
神
田
明
神
社
務
所
で
行
い
、
旗
揚
げ
し
た
。
専
用
の
稽
古
場
は
持
た
ず
、
様
々
な
場
所
を
間
借
り
し
て
稽
古
を
行

っ
て
い
た

お
く
よ
し
き
よ

ま
の
し
げ

お

ら
し

い
。
楽
部
の
楽
人
、
奥
好
察

(
一
八
八
三
～

一
九
三
九
)
、
多
忠
龍
、
多
重
雄

(
}
九
〇
二
～

一
九
五
八
)
ら
を
講
師
に
招
い
た

(須
永

一
九
三
三
)。
定
例
の
自
主
演
奏
会
を
月

一
回

の
割
り
合
い
で
行

い
、
そ
の
他
、
臨
時
あ
る
い
は
外
部
か
ら
の
依
頼
の
演
奏
会
を
何
回
か
行

っ

て
い
る
。
そ
の

一
覧
は
文
末

の
表

一
の
通
り
で
あ
る
。
定
例
の
演
奏
会
は
昭
和
六
年

一
月

一
七
日
か
ら
七
年
六
月
二
〇
日
ま
で
、
通
算
で

一
六

回
行
わ

れ
た
。
会
場
は
第

一
回
が
神
田
明
神
社
務
所
、
第
二
⊥

二
回
が
市
ケ
谷
八
幡
社
務
所
「
第
四
回
以
降
は
、
丸
ノ
内
の
生
命
保
険
協
会
講

堂
で
あ

る
。
こ
の
他
、
増
上
寺
の
暢
音
会
と

の
合
同
演
奏
会
、
東
京
美
術
学
校
へ
の
出
張
演
舞
、
三
越
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
紀
元
節
の

「建
国

祭
」
で

の
演
舞
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
壮
行
会
で
の
演
舞
な
ど
も
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
著
名
な
舞
踊
家
サ

ハ
ロ
フ
夫
妻

の
来
日
に
際
し
て
、

「
サ

ハ
ロ
フ
夫
妻
招
待
舞
楽
私
演
」
と
し
て
、
臨
時
の
舞
楽
も
行

っ
て
い
る

(近
衛

一
九
三
四
a
)。
会
の
参
加
者
や
演
奏
会
の
鑑
賞
者
の
中

に
は
か
な
り
外
国
人
が
含
ま
れ
て
い
た

(須
永

一
九
三
三
)。

二
五



ま
た
、
「雅
楽
同
志
協
会
月
報
」
に
よ
る
と
、
演
奏
さ
れ
た
楽
曲
は

(表

一
参
照
)
、
第
二
回
ま
で
は
唐
楽
の
管
絃
お
よ
び
歌
も
の

(朗
詠
)

の
み
で
あ

っ
た
が
、
サ

ハ
ロ
フ
夫
妻
招
待
舞
楽
私
演
以
降
は
舞
楽
も
演
じ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
ま
た
、
楽
曲
も
は
じ
め
は
平
調
や
壱
越
調
か
ら

こ

ま

が
く

そ
う
ち
よ
う

お
う
し
き
ち
よ
う

ば
ん
し
き
ち
よ
う

た
い
し
き
ち
よ
う

比

較

的
ポ
ピ

ュ
ラ

ー

が
楽

曲

が
選
ば

れ

て

い
る
が
、
次
第

に

高

麗

楽

、
双

調
、

黄

鐘

調

、
盤
渉

調

、

太

食

調

の
楽

曲

へ
と

広

が
り

、
第

一
〇

回

か
ら
か
み

そ
の
こ
ま

以

降

は

〈
其
駒

〉

〈韓

神

〉

な
ど

の
神

道

系

の
演

目
、
和

歌

の
朗

唱

で
あ

る
歌

披

講

、

復
興
神

社
音

楽

で
あ

る
筑
波

神
楽

(17
)
な
ど

も
行

わ

れ

た

(近

衛

一
九
三

四

a
)
。

さ

て
、

こ

れ

ら

の
活

動
を

通
し

て
、

直

麿

は
以
下

の
三

つ

の
目

的

を
漠
然

と

抱

い

て

い
た
よ
う

に

見

え

る
。

一
つ
は

楽

部

以

外

の

一
般

の
雅

楽

愛

好
家

の
技

量

の
向

上

で
あ
る
。

こ

れ

に

つ
い
て
、
直

麿

は

「
雅

楽

の
将

来

」

と

い
う
文
章

の
中

で
、

楽

部

の
代

々

の

口
伝

で
伝
え

ら

れ

て

き

た

コ
ツ
を
民

間

人

も

研
究

し
、
実

験

を

重

ね

る
必
要

が

あ

る
、

と

説

い
て

い
る

(近

衛

↓
九

三

四

h

)
。

二

つ
目

と

し

て
、

観

客

の
立

場

に
立

ち

、
見

る
側

・
聴

く

側

が
飽

き
な

い
演

奏

の
必

要
性
を

解

い
て

い
る

。
そ

の
た

め

に

は
、

「
雅
楽

の
品

位

を

汚

さ
な

い
程

度

の
も

の
で
あ

る

な

ら

、

こ

の
会

を

一
つ

の
実

験

室
と

し

て
試

演

を
」

す

る

こ
と

も

考

え

て
い
た

(「
雅

楽

の
新

し

い
扱

ひ

方

」

(近
衛

一
九

三

四

k
)
)
。
具
体

的

に
実

践

さ
れ
た

「
実

験

」

と

し

て
は
、

通

常

よ

り
完

全

五
度

低

い
音

域

の
大

筆
簗

を

特

注

し

奪

、
雅

楽

同
志

協
会

の
第

九

回

演

奏
会

で
用

い
て

い

る

。
ま
た
、
舞

人

の
顔

が
見
苦

し

い
場

合

は

化
粧

を
す

る

こ
と

を

提
案

し
た

り

、

女

性

に
よ
る
舞

楽

の
奨

励
も

し

て

い
る

。

ま

た
、

三

つ
目

と

し

て
、
前
述

の

よ

う

に

か
な
り
革
新

的

な

心

構

え
を
示

す

一
方

で
、
直
麿

は

保

守

的

な

一
面
も

覗

か

せ

て

い
る
。

す
な

わ

ち
、

「
宮

中

に
残

る

純

粋

音
楽

舞
楽

の
話

」

の
中

で
、
雅

楽

の

公

開

、
普
及

に
よ

っ
て

、
「
荒

み
勝

ち

な

人

の
心

を
静

め

」
、

「
皇

室

の
尊

厳
と

国

民

道

徳

の
酒
養

を

計

り

た

い
」

と
も

述

べ

て

い
る

(近

衛

一
九

三

四
i
)
。

ま

た

、

後

述

す

る
よ
う

に

、

雅

楽

曲

の
オ

ー

ケ

ス
ト

ラ
版
編

曲

に

つ

い
て
、

「蘭

陵

王

の
編

曲

に

つ
い

て
」

の
中

で
、
「
在
外

邦

人

達

と

、
共

に
と

も

に
皇

恩

の
貴

き

を

感

泣

し
度

い
ば

か

り

に
造

り

上
げ

た

も

の
」

と
も

述

べ

て

い

る

(近
衛

一
九

三

四

d
)
。
あ
く

ま

で

雅

楽

は
皇

室
と

関

わ

り

の
深

い
音
楽

で
あ

り

、

歴
史

的

に
皇

室

と
結

び

つ
き
が

強

二
六



か
っ
た
五
摂
家

「近
衛
」
と
い
う
家
に
生
ま
れ
た
直
麿
と
し
て
は
、

持
た
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。

皇
室
と
民
間
と
の
仲
立
ち
と
し
て
の
使
命
感
を
持

っ
て
い
た
、
あ
る
い
は

二
ー

二
ー

二

雅
楽
の
五
線
譜
化
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
編
曲

(
一
)
五
線
譜
化

さ

て
、
直
麿
の
行

っ
た
も
う

一
つ
の
重
要
な
活
動
が
、
雅
楽
の
五
線
譜
化
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
五
線
譜
と
は
、

一
七
世
紀
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
広
ま

っ
た
五
線
に
よ
る
近
代
記
譜
法

(皆
川

一
九
八
五
一
六
八
)
を
指
す
。

雅

楽
を
西
洋
五
線
譜
で
記
そ
う
と
し
た
の
は
、
直
麿
が
初
で
は
な
い
。
前
述
の
通
り
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
五
線
譜
化

に
取
り
組
ん
だ
先
駆

者
と

し
て
田
中
正
平
や
邦
楽
調
査
掛
が
あ
る
。
直
麿
と
同
時
期
と
し
て
は
、
兼
常
清
佐
が
催
馬
楽
の
五
線
譜
総
譜
を
出
版
し
て
い
る
(19
)。
ま

た
、

戦
後
に
は
、
山
井
基
清
に
よ
る
風
俗
、
催
馬
楽
の
五
線
譜
出
版

や
、
芝
祐
泰
の
五
線
譜
に
よ
る
雅
楽
総
譜
の
出
版
な
ど
が
続
く
。
こ
こ
で
、

日
本

の
伝
統
音
楽
を
五
線
譜
で
記
述
す
る
こ
と

の
意
味
を
、
五
線
譜
化
作
業
が
続
々
と
現
れ
始
め
た
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
遡

っ
て
、
今

一
度

考
え

み
た
い
。

ま

ず
、
雅
楽
を
含
め
、
日
本
の
伝
統
音
楽

の
ほ
と
ん
ど
は

}
対

一
の
口
頭
に
よ
る
伝
承
が
重
要
な
伝
達
手
段
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
口
頭

伝
承

を
楽
譜
な
ど
に
視
覚
化

(書
記
化
)
し
、
そ
れ
を
複
製
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
対

一
で
あ
る
必
要
、
そ
し
て
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
は
緩
和
さ
れ
、
よ
り
広

い
範
囲
へ
の
伝
達
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
備
忘
録
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
そ
れ
が
五
線
譜
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
雅
楽
に
は
伝
統
的
に
楽
譜
が
存
在
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え

て
西

洋
の
五
線
譜
で
記
述
す
る
意
図
は
、
閉
じ
た
雅
楽
の
世
界
だ
け
で
通
用
す
る
特
殊
な
記
譜
法
で
な
く
、
「誰
で
も
読
め
る
」
五
線
譜
と

い
う

二
七



言
語
に
翻
訳
す
る
点
に
あ
る
。
直
麿

の
雅
楽
の
五
線
譜
化

に
つ
い
て
、
遺
稿
集

の
冒
頭
の
序
言
の
中
で
、
直
麿
の
弟

・
水

谷
川
忠
麿
は
、
口
伝

に
よ

っ
て
世
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
雅
楽
を

「世
界
の
音
楽
語

(五
線
譜
)」
に
採
る
の
が
目
的
、
と
述
べ
て
い
る

(近
衛

一
九
三
四
a
)。
五
線

譜
が
誰
で
も
読
め
る

(あ
る
い
は
読
め
る
べ
き
)
「科
学
的
な
共
通
言
語
」
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
背
景
に
は
、
西
洋
が

「標
準
」
で
あ
り
、
「普

遍
」
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
。

つ
ま
り
世
界
の
「普
遍
言
語
」
で
あ
る
西
洋
五
線
譜
に
よ
っ
て
雅
楽
を
表
す
、
あ
る
い
は

「表
す
こ
と
が
で

き
る
」
こ
と
が
、
雅
楽

の

「普
遍
化
」
の

一
つ
の
階
梯
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
五
線
譜
化
の
目
的
に
つ
い
て
直
麿
が
は

っ
き
り
述
べ
た
部
分
は

見
当
た
ら
な

い
が
、
恐
ら
く
、
忠
麿
と
同
じ
考
え
で
あ

っ
た
ろ
う
。
「普
遍
的
言
語
」
で
あ
る
西
洋

の
近
代
五
線
譜
で
記
述
し
、
音
階
、
音
律
、

構
造
分
析
の
研
究
な
ど
に
供
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

次

に
、
実
際
に
直
麿
の
五
線
譜
化

の
作
業
を
観
察
し
て
み
よ
う
。
直
麿
の
五
線
楽
譜
は
現
在

『雅
楽
五
線
譜
稿
』

一
～
九

(全
九
冊
)
と
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
直
麿

の
自
筆
原
稿
を
写
真

に
と
り
、
A
四
版

の
台
帳
に
添
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
内
容
は
表
二
の
通

り
で
あ
る
。
第

一
冊
、
第
二
冊
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
に
編
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ

る

(後
述
)。
第
三
冊
以
降
が
雅
楽
採
譜

で
、
第
六
～
九
冊
に

つ
い
て
は
、
こ
の
五
線
譜
化
作
業
専
用
と
思
わ
れ
る

「近
衛
直
麿
雅
楽
用
箋
」
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第
五
冊
所
収
の

〈武
徳
楽
〉

に
、
昭
和
四

(
一
九
二
九
)
年

二

月

の
日
付
け
が
あ
る
。
そ
の
他
の
楽
曲
に
つ
い
て
は
年
季
が
な

い
が
、
そ
の
前
後
に
成
立
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
作
業
の
手
順
と
し
て
、
第

一
冊
、
第
二
冊
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
編
曲
よ
り
前
に
、
ま
ず
、
当
該
楽
曲

の
五
線
譜
採
譜
が
行

わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

五
線
譜
は
総
譜

(ス
コ
ア
)
の
形
式
で
、
唐
楽
で
は
笙
、
笛
、
箏
築
の
三
管
、
太
鼓
、
鞘
鼓
、
鉦
鼓

の
三
鼓
、
箏
、
琵
琶
の
両
絃
に
つ
き
、

しよ
う
が

各

　
段
ず

つ
当

て

ら

れ

て

い
る
。
管

楽

器

に

つ
い
て
は

ロ

ー

マ
字

ま
た

は

カ

タ

カ

ナ

で
唱
歌
が
添

記

さ

れ

て

い
る
。

さ

ら

に
、

ス

ラ
ー
、

強

弱

記
号

、
速

度

記

号

な

ど

の
各
種

記
号

も

付

加

し

て
、

で
き

る

だ

け

旋
律

や

リ
ズ

ム

の
細

か

い

ニ
ュ
ア

ン

ス
ま

で
記

述

し

よ

う

と

し

て
い
る
。

伝

統

的
な

雅
楽

の
楽

譜

は
そ

れ
ぞ
れ

の
楽

器

ご

と

の
パ
ー
ト

譜

で
、
各

々
記
譜

の

シ

ス

テ
ム
が
異
な

る

。

す

べ

て
の
楽

器

を

一
つ
の
統

一
し
た

シ

二
八



ス
テ
ム
に
還
元
し
、
相
互
の
関
係
が
明
瞭
に
表
示
さ
れ
る
総
譜
の
形
態
で
記
す
行
為
は
、
西
洋
音
楽
と
の
出
会
い
で
初
め
て
獲
得
さ
れ
た
視
点

で
あ

ろ
う
。

さ

て
、
こ
こ
で
雅
楽
を
西
洋
五
線
譜
に
す
る
と
い
う
作
業
に
つ
い
て
、
そ
の
過
程
を
よ
り
細
か
く
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

一

般
に
、
西
洋
古
典
音
楽
以
外
の
音
楽
を
五
線
譜
で
記
述
す
る
場
合
、
「採
譜
」
「訳
譜
」
な
ど
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「採
譜
」
は
、
実
際
に

鳴
り
響
く
音
、
あ
る
い
は
自
ら
の
内
部
で
鳴
り
響
く
音
を
五
線
譜
上
に
書
き
お
こ
す
作
業

(器

諺
。
ユ
暑

自
)
を
指
し
、

一
方
、
「訳
譜
」
は

す
で
に
存
在
す
る
何
ら
か
の
楽
譜
を
別
の
シ
ス
テ
ム
の
楽
譜
に
翻
訳
す
る
作
業

(け「①
昌
ω"O
θ帥樽一〇
口)
を
指
す
。
C
D
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど
、

手
軽

に
再
生
で
き
る
装
置
が
な
か
っ
た
時
代
、
雅
楽
を
五
線
譜
に
す
る
場
合
、
伝
統
譜
を
五
線
譜
に
機
械
的
に
翻
訳
す
る
方
法
と
、
実
際
の
演

奏
を
聴
き
な
が
ら
、
あ
る

い
は
、
五
線
譜
作
成
者
が
自
ら
雅
楽
の
実
技
を
習
得
し
、
自
ら
の
内
で
鳴
り
響
く
音
を
思
い
お
こ
し
な
が
ら
五
線
譜

に
書

い
て
い
く
方
法

の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
邦
楽
調
査
掛

の
五
線
譜
の

「書
法
」
欄
は

「訳
譜
」
、
「奏
法
」
欄
は

「採
譜
」
に
当

た
る

(2。
)。

直
麿

の
場
合
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

一
見
し
て
、
直
麿
の
五
線
譜
は
邦
楽
調
査
掛

の
五
線
譜
の

「奏
法
」

つ
ま
り

「採
譜
」
に
当
た
る
。

し
か

し
、
採
譜
に
あ
た

っ
て
、
直
麿
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
を
設
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
五
線
譜
化
の
方
法
に
つ
い
て
、
直
麿
は

「雅
楽
五
線
譜
化
の
悩
み
」
と
い
う
文
章

(近
衛

一
九
三
四
c
)

の
中
で
、

①
骨
子
だ
け
を
書
い
て
行
く
法

②

出
来
る
限
り
詳
し
く
と

っ
て
行
く
法

③

原
譜
の
手
づ
け
を
五
線
譜
に
直
訳
す
る
法

④
拙
演
さ
れ
た
場
合
を
狙

っ
て
、
特
徴
の
如
く
と

っ
て
行
く
法

の
四

つ
を
あ
げ
る
。
そ
の
上
で
、

二
九



③

は
手

づ

け

と

実

際

の
音

の
違

い

が
あ

る

の
で
よ

く

な

い

④

は

一
回

の
演

奏

だ

け

を
例

に
と

っ
て

代
表

さ

せ
る

の

は

よ

く
な

い

②

が
理

想

で
あ

る

が
、
実

際

に
は

困

難

な

の
で
、
①

と
併

用

す

る

と
述

べ
て

い
る

。

つ
ま

り
直

麿

は
、

伝

統

譜

と
実

際

の
音

楽

の
間

の
差
異

が
大

き

い
こ
と
を
重

視

し

、

「
原

譜

の
直

訳

」

に

あ

た

る

「訳

譜

」

を
き

っ
ぱ

り

と

否

定

し
、

鳴
り
響

く

音

を

で
き

る
だ

け
詳

し

く

「
採

譜
」

し

よ

う

と

し
た
意

図
が

う

か

が

わ

れ

る
。

し

か

も

、

一
回
だ

け

の
演

奏

を

も

っ
て
代

表

的

な
特

徴
と
す

る

こ

と

は

よ
く
な

い
、

と

述

べ
て

い
る
こ

と

か

ら
、

で
き

る
だ

け

何

度

も
演

奏

を
聞

く

こ

と

に
よ

っ
て
、

偶

然

的

な
要

素

を

排

除

し
、

平
均
的

な

旋

律

を

見

い
出

そ
う

と

し

た

こ
と

が
分

か

る

。

恐

ら
く

、
師

や
雅

楽

同

志
協
会

の

メ

ン

バ
ー

の
演
奏

を

く

り
返

し
聴

き

、

あ

る

い
は
自
ら

習
得

し

た

実
技

を
も

と

に

、

こ

つ
こ

つ
と

五
線

譜

に
記

述

し

て

い

っ
た

も

の
と
推

測

さ

れ

る

。

五
線
譜

の
う

ち

、
平

調

〈越

殿
楽

〉

は

田
辺
尚
雄

編

『世

界

音
楽

全
集

』

(
田

辺

一
九

三

一

"
八

～

一
二
)

に
掲
載

さ

れ

た

(21
)
。
ま

た
、

昭

和

六
年

七
月

の
雑

誌

『音
楽

世

界
』

に

〈蘭

陵

王
破
〉

の

採

譜

が
掲

載

さ
れ

た

(近

衛

一
九

三

一
)
。

直

麿

は
明

言

し

て

い
な

い
の

で
推

測

の

域

を
出

な

い
が

、

い
ず

れ
は
、
他

の
楽

曲

の
五
線
譜

に

つ

い
て

も
出

版
す

る
希

望

を
持

っ
て

い
た

か
も

し
れ

な

い
。

三
〇

(二
)

オ

ー

ケ

ス
ト

ラ
版

編
曲

直
麿
の
雅
楽
に
関
す
る
業
績
に
は
、
も
う

一
点
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
編
曲
が
あ
る
。
直
麿
は
な
ぜ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版

作
成
を
思
い
立

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

遺
稿
集
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
直
麿
は
西
洋
と
の
出
会
い
に
よ

っ
て
自
国
の
伝
統

に
目
覚
め
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、

「宮
中
に
残
る
純
粋
音

楽
舞
楽
の
話
」
の
中
で

「雅
楽
は
管
絃

の
音
色
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
様
に
纏
め
、
洗
練
し
て
奇
麗
に
而
も
簡
明
に
聞
か
れ
る
様
に
致
し
た
ひ
と



考
究

し
て
ゐ
ま
す
」、
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
雅
楽
は
西
洋
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
匹
敵
す
る
洗
練
さ
れ
た
器
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
な
の
で
あ

る
。
ま
た
、
西
洋
音
楽
に
お
い
て
バ
ッ
ハ
、
べ
ー
ト
ウ
ヴ

ェ
ン
の
昔
を
忘
れ
て
今
日
の
音
楽
を
論
ず
る
事
が
無
謀
で
あ
る
様
に
、
「東
洋
の
古

典
音
楽
で
あ
る

『雅
楽
』
を
顧
み
な
い
で
、
今
日
や
将
来
の
日
本
音
楽
を
考

へ
る
と
云
ふ
事
は
大
き
な
誤
り
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る

(近
衛

一
九
三
四

・1
)
。
こ
こ
で
は
、
雅
楽

の
日
本
伝
統
音
楽

の

「代
表
的
古
典
」
と
し
て
の
地
位
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
の
多
く
が
雅
楽
に
興
味
を
示
す
こ
と
を
発
見
し
、
さ
ら
に
外
国
に
お

い
て
も
雅
楽
の
魅
力
を
知
ら
せ
た
い
と

考
え
た
こ
と
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
編
曲

の
大
き
な
動
機
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

「蘭
陵
王
の
編
曲

に
つ
い
て
」
の
中
で
、

「雅
楽
の
諸
楽
器
を
得
ら
れ
な
い
海
外
に
居
て
、
故
郷
の
音
を
外
人
を
使
っ
て
奏
す
る
私
、
又
は
誰
か
同
国
人
が
、
多
分
聞
き
に
来
て
呉
れ
る

で
あ
ら
う
所
の
在
外
邦
人
達
と
、
共
に
と
も
に
皇
恩
の
貴
き
を
感
泣
し
度
い
ば
か
り
に
造
り
上
げ
た
も

の
故
、
ど
ん
な
遠
地
で
も
交
響
楽
団
の

あ
る
市
な
ら
演
奏
出
来
る
や
う
に
日
本
固
有
の
楽
器
を

一
つ
も
使
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
」
(近
衛

一
九
三
四
d

)と
説
明
し
て

い
る
。
こ
の
文
章
に

よ
る
と
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
曲
は
、
雅
楽
の
楽
器
が
入
手
困
難
な
外
国
で
雅
楽
を
紹
介
す
る
際
の
便
宜
的
手
段
に
過
ぎ
な

い
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
直
麿
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
曲
を
実
際
に
分
析
し
て
み
る
と
、
和
楽
器
を
単
に
洋
楽
器
に
置
き
換
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
さ
ま

ざ
ま
な
創
造
的
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
雅
楽
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
新
た
な
西
洋
音
楽
の
創
出
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

け
い
と
く

ば
い

ろ

直

麿

が

オ
ー

ケ

ス
ト

ラ
編
曲
を

行

っ
た

の

は
、
唐

楽

で
は

平

調

〈音
取
〉

〈越

天
楽

〉

〈難
徳

〉

〈
陪

臆

(只

拍
子
)
〉
、

黄

鐘

調

〈越

天
楽

〉
、

な

そ

り

さ
い

ば

ら

ニ
う
も
が
え

壱

越

調

〈音

取

〉

〈
蘭

陵

王
〉
、
高

麗
壱

越

調

〈ζ

。。
。
ユ

宮

ロ
「

匿

コ
。・Φ

(納
曾

利

)
〉
、

催

馬
楽

く
更

衣

V

で
あ

る
。
唐

楽

曲

の

オ

ー
ケ

ス
ト

ラ

版

楽

器
編

成

は
次

の
よ

う

に
な

っ
て

い

る
。

唐
楽

平
調

〈越
天
楽
〉

[管
楽
器
六
段
]

の
場
合

曼

)

=
二



龍
笛

↓

フ

ル

ー

ト

(
一
段

)

箏
簗

↓

オ

ー
ボ

エ

(
一
段

)
、

ク

ラ

リ
ネ

ッ
ト

(
ヨ

〉
)

(
一
段

)

サ

ッ
ク

ス

(ω
O
℃
)

・
ク

ラ

リ
ネ

ッ
ト

(
ヨ

国
。。)

(
一
段

)

フ
ァ
ゴ

ッ
ト

(
一
段

)
、

ト

ロ

ン
ボ

ー

ン

(
]
段

)

[打

楽

器

三
段

]

鵜

鼓
↓

小

太

鼓

、
鉦

鼓
↓

ト

ラ

イ

ア

ン
グ

ル
、
太

鼓
↓

大

太

鼓

[管

楽

器

六
段

]

笙

(合

竹

)

↓

ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン

(六

パ

ー

ト
)

[弦

楽

器

五

段

]

箏

(
三
段

)

↓

ハ
ー
プ

(
一
段

)
、

ヴ

ィ

オ

ラ

(
一
段

)
、

ク

ラ
リ
ネ

ッ
ト

(ヨ

〉
)

(
一
段
)

琵
琶

(二

段

)
↓

チ

ェ
ロ

(ニ

パ

ー
ト

)

三
二

催

馬
楽

〈更

衣

〉

の
場
合

[管
楽

器

五
段

]

龍
笛
↓

フ
ル

ー

ト

(
一
段

)

箋

築
↓

オ

ー

ボ

エ

(
一
段

)
、

サ

ッ

ク

ス

(ω。
℃
)

笙

(
一
竹

吹

)

↓

ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン

(
一
段
)

[歌

↓
段

]

(
一
段

)
、

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

(

冒

国
ω
)

(
一
段

)



[打

楽

器

一
段
]

笏

拍

子

↓
笏

拍

子

(
一
段

)

[弦

楽

器

五
段
]

箏
・
(
三
段
)

↓

ク

ラ

リ
ネ

ッ
ト

琵

琶

↓

フ

ァ
ゴ

ッ
ト

(
一
段
)
、

(ヨ

〉
)

(
一
段

)
、

チ

ェ

ロ

(
一
段

)

ハ
ー

プ

(
一
段

)
、

ヴ

ィ

オ

ラ

(
一
段
)

高

麗
楽

の

〈
Z
器

〇
二

〇
〇
口
「
ユ
き

ω
①

(納

曾

利
)
〉

は
、

楽

器

の
指

定

が
無

い

が

、

旋
律

楽

器

が

四

段

、

打
楽

器
が

三

段

に
わ

た

っ
て
記

さ

ニ

ま

ぶ
え

れ

て

い
る
。

一
段

目

は
総

じ

て
音
域

が
高

く

、
高

麗
笛

の
部

分

に
当

た
り
、
ピ

ッ

コ
ロ

で
奏
さ

れ

る

と

考

え

ら
れ

る
。

以

下

の
三
段

は
箏

築

に

当

た

る
と

思
わ

れ

る

の
で
、
唐

楽

の
例

を

鑑

み

て
オ
ー

ボ

エ
、

ク

ラ
リ
ネ

ッ
ト

、

サ

ッ
ク

ス
な

ど

を

当

て
た
も

の
と
推

測

さ

れ

る
。
打
楽

器

は

、

三

ノ
鼓

、

鉦
鼓

、

太

鼓

に
あ

た
り

、

そ

れ

ぞ

れ
小
太
鼓

、

ト

ラ
イ

ア
ン
グ

ル
、

大

太

鼓

を

用

い
る

も

の
と

推

測
さ
れ

る

。

総

じ

て
、
西

洋

楽

器

の
選
定

は

も
と

の
雅

楽

器
と
発

音

原

理

、

音
質

が
近

い
も

の

が
選

ば
れ

て

い

る

。

例
え

ば
龍

笛

と

フ

ル

ー
ト
、

箏
築

と

オ

ー

ボ

エ
、
箏

と

ハ
ー

プ
、

鉦
鼓

と

ト

ラ
イ

ア

ン
グ

ル
な

ど

で
あ

る
。

し
か
し

、

必

ず

し
も
似

た

よ

う

な

楽

器
が
得

ら

れ

る
と

は
限

ら
ず

、

そ

の
場

合

は
、

か

な
り

大

胆

な
楽
器

の
置

き

換

え

が
行

わ

れ

て

い
る
。
笙

は

パ
イ

プ

オ

ル

ガ

ン
と

同

様

の
発

音

原
理
を

持

つ
気

鳴

(管
)

楽

器

で

あ

る

が
、

直
麿

は
、

笙

の
合

竹

(和
音

)

を

弦

楽
器

の
ヴ

ァ
イ

オ

リ

ン
六

パ

ー

ト

に

よ

る
和
音

で
表

現

し

て

い
る
。

ま

た

逆

に

、
本
来

弦
楽

器

で
あ

る
琵

琶

、
箏

の
音

型

で
目
立

つ
音

に
、

ク

ラ
リ
ネ

ッ
ト

、

フ

ァ
ゴ

ッ
ト
な

ど

リ

ー

ド
を
持

つ
管

楽

器

を

用

い
る
な

ど

、

斬

新

な

工
夫

が

見

ら

れ

る
。

直

麿
と

し

て

は

、

日

本

の
雅
楽

の
響

き

や
旋

律

の
特

質

を

西

洋

の
楽
器

で

で
き

る

だ

け
忠
実

に
表

現

し

よ
う
と

し
た

の

か
も

し
れ

な

い
が

、

結

果

と

し

て
、

雅
楽

を

素
材

と

し
た
新

た

な

る
響
き

の
創

出

へ
と

発

展

し
た
。

換

言

す

る
と

、
伝

統

的

な

雅
楽

の
姿

そ

の
も

の
を

一
般

の
日

本

一二
三



人
そ
し
て
、
広
く
外
国
人
に
呈
す
る
と
い
う

「普
遍
化
」
と
は
別
の
、
雅
楽
の
旋
律
や
響
き
を
西
洋
音
楽
と
い
う
新
し
い
脈
絡
の
中
で
活
か
し

て
行

く
新
し
い

「普
遍
化
」
の
あ
り
方
を
提
示
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
直
麿
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
曲
は
、
後

の
、
松
平
頼
則
や
黛
敏
郎

な
ど
伝
統
音
楽
を
モ
チ
ー
フ
に
使

っ
た
作
曲
家
達
の
技
法
の
先
取
り
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
史
に
お

い
て
も
重
要
な
意
義

を
持

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
雅
楽
は
、
直
麿
の
生
前
、
何
度
か
演
奏
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
昭
和
五

(
】
九
三
〇
)
年
、

一
二
月
に
日
本
放
送

交
響
楽
団

の
演
奏
、
直
麿
自
身
の
指
揮
で

〈蘭
陵
王
〉
が
演
奏
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
六
年

一
月
に
兄

・
秀
麿
が
渡
欧

(ロ
シ
ア
)
し
た
際

に
、

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
で

〈越
天
楽
〉
が
初
演
さ
れ
た

(23
)。
さ
ら
に
、
翌
二
月
、
日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
た
秀
麿

の
帰
朝
演
奏
会

で
も

〈越
天
楽
〉
が
演
奏
さ
れ
た
。
同
じ
く
二
月
に
は
日
本
放
送
交
響
楽
団
の
演
奏
、
直
麿
自
身
の
指
揮
で

〈更
衣
〉

〈陪
腫
〉
〈蘭
陵
王
〉
が
演
奏

さ
れ
、
こ
れ
は
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
の
出
版
と
し
て
は
、
平
調
の

〈越
天
楽
〉
が
、
戦
後
、
兄

・
秀
麿
の
大
幅
な
改
訂
に
よ
っ
て
音
楽
之
友
社
か
ら
出
版
さ
れ

た

(近
衛

一
九
六
〇
)。
こ
れ
は
昭
和
は
じ
め
に
直
麿
が
行

っ
た
編
曲
と
は
か
な
り
異
な

っ
た
編
曲
と
な

っ
て
い
る
。
秀
麿
版

〈越
天
楽
〉
は
、

巻
頭

の
言

「編
曲
に
つ
い
て
」
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
曲
の

一
〇
〇
回
近
い
演
奏
か
ら
得
ら
れ
た
様

々
の
改
訂
の
必
要
性

を
実
現
し
て
い
っ
た

結
果
と
思
わ
れ
る
。

三
四

ま
と
め
に
か
え
て
～

「普
遍
化
」
の
陰
に
込
め
ら
れ
た

「復
古
的
理
想
」
の
追
求

最
後
に
、
近
衛
直
麿
と
兼
常
清
佐
と
の
伝
統
音
楽
の
五
線
譜
化
を
め
ぐ
る
論
争
を
取
り
上
げ
て
、

も
う

一
つ
の
目
的
を
探

っ
て
み
た
い
。

近
代
の
雅
楽
関
係
者

が
五
線
譜
に
託
し
た



直
麿
が
雅
楽
の
五
線
譜
化
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
曲
を
行

っ
て
い
た
昭
和
初
期
、
音
楽
理
論
研
究
者

の
兼
常
清
佐

(注

19
参
照
)
が
西
洋
音
楽

学
者

・
辻
荘

一

(
一
八
九
五
～

一
九
八
七
)
と
と
も
に
、
『日
本
音
楽
集
成

第

一
編
第

一
輯

催
馬
楽
』
を
南
葵
音
楽

図
書
館
か
ら
出
版
し

た
(兼
常

一
九
三
〇
a
)
。
ド
イ
ツ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

「音
楽
遺
産
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
企
画
で
あ
り
、
日
本
伝
統
音
楽

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を

作
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
現
行
催
馬
楽
わ
ず
か
六
曲
と
は
い
え
、
こ
の
五
線
譜
化
の
目
的
は
、
第

一
に
兼
常
自
信
も

「
日
本
の
音
楽
を

現
在
演
奏
せ
ら
て
ゐ
る
ま
・
の
形
で
、
出
来
る
だ
け
精
し
く
譜
に
書
い
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
材
料

に
し
て
日
本
の
音
楽

の
構
造
や
性
質
を
考

へ

て
見
る

そ
れ
よ
り
以
外
に
は
、
我

々
の
こ
の
仕
事
の
目
的
は

一
つ
も
な

い
。
」
と
述
べ
て
い
る
通
り

(兼
常

一
九
三
〇

二

)
、
現
行
の
姿

を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
詳
し
く
記
述
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
近
現
代
の
雅
楽
の
歌
も
の
の
旋
律
は
、
平
安
時
代

の
音
階
理
論
か
ら
逸

脱
し
、
半
音
を
含
む
音
階
に
変
化
し
て
い
る
。

一
方
、
弦
楽
器
の
琵
琶
、
箏

や
管
楽
器
の
笙
は
、
平
安
時
代
の
音
程
を
保
持
し
て
い
る
た
め
、

歌
と
そ
れ
ら
の
楽
器
の
旋
律
と
の
間

に
は
ズ
レ
が
生
じ
る
。
兼
常
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
直
麿
が
異
義
を
唱
え
た

の
で
あ
る
。

直
麿
は

「雅
楽
の
譜
の
欧
風
化

兼
常
博
士
の
完
成
さ
れ
た
l
」
(『音
楽
世
界
』
昭
和
五
年

一
一
月
)
の
中
で
、
催
馬

楽
の
歌
に
半
音
に
近

い
音
程

(甲
「
噂叩
O
な
ど
)
が
現
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
C
や
F
は
本
来
は
α
、
畔
で
あ
る
べ
き
と
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
は
伴
奏
楽
器
と

歌
の
旋
律

の
食

い
違

い
は
本
来
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
も

の
だ
か
ら
、
で
あ
る

(近
衛

一
九
三
四
b
)
。

つ
ま
り
、
琵
琶
、
箏

、
笙
な
ど
平
安
時
代

か
ら
調
弦
や
音
律
を
変
じ
て
い
な
い
楽
器
の
音
程
こ
そ
が
、
古
か
ら
の
正
し
い
音
程
だ
、
と
考
え

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
兼
常
は
次
号

の

『
音
楽
世
界
』

(昭
和
五
年

一
二
月
)
に
お
い
て
、
現
在

の
旋
律
は
変
化
し
て
、
伝
統
的
な

「墨
譜
」

(歌
も
の
の
楽
譜
)
と
の
間
に
事
実
上

の
関
係
は
な
い
、
つ
ま
り
、
実
際

の
歌
と
楽
譜
は
乖
離
し
て
し
ま

っ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る

(兼
常

一
九
三
〇
b
)
。

こ
れ
に
対
し
、
直
麿
は

「再
び
兼
常
博
士
に
」

(『音
楽
世
界
』
昭
和
六
年

]
月
)
と
題
し
、
「催
馬
楽
用
の
墨
譜
が
事

実
上
の
演
奏
と
は
無

関
係
」
と
い
う

の
は

「根
拠
が
な
い
」
と
批
判
、
さ
ら
に
、
メ
ッ
て
い
る

(半
音
化
し
た
)
音
程
は
、
た
ま
た
ま
メ
ッ
て
い
る
例
外
的
な
演
唱

三
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を
採
譜
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
を
も
っ
て
恒
常
的
な
姿
と
理
解
さ
れ
て
は
困
る
、
と

い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る

(近
衛

一
九
三
四

e
)。

つ
ま
り
、
直
麿
に
と

っ
て
、
雅
楽
の
旋
律
は
あ
く
ま
で
平
安
時
代

の
理
論
に
か
な

っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
実
際
、

直
麿

の
五
線
譜
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
曲
に
お
い
て
、
管
楽
器
や
歌
の
旋
律
の
C
や
F
の
音
程
は
す
べ
て
α
、
畔
で
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
直
麿
と
同
じ
よ
う
な
立
場
を
と

っ
て
い
た
の
が
音
楽
学
者

・
田
辺
尚
雄

(
一
八
八
三
～

一
九
八
四
)
(24
)
で
あ

る
。
田
辺
は

「
日
本
音

楽
の
楽
譜
に
就
て
」
(田
辺

一
九
三
三
)
に
お
い
て
、
兼
常
の
採
譜
に
つ
い
て
、
現
在
の
楽
部
の
正
し
く
な
い
伝
承
を
採
譜
し
た
も

の
だ
か
ら

意
味
が
無

い
、
ま
た
、
現
在
の
楽
部
の
伝
承
の
乱
れ
に
つ
い
て
は
、
大
原
重
明

(注
17
参
照
)
ら
旧
堂
上
の
音
楽
家
も
嘆

い
て
い
る
、
と
述
べ

て
い
る
。

ま
た
、
楽
部
で
実
際
に
催
馬
楽
を
歌
う
楽
人
の
間
で
も
、
今
の
催
馬
楽
は
明
治
に
な

っ
て
か
ら
学
ん
だ
も
の
だ
か
ら
、
俗
楽
(25
)
の
影
響
を

受
け

て
メ
ッ
て
い
る
、
と
発
言
す
る
者
も
あ

っ
た
(26
)。

こ
れ
ら
の
言
説
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
雅
楽

の
旋
律
の
半
音
化
し
た
音
程
は
、
俗
楽

の
影
響
を
受
け
て
変
化
し
た
も
の
で
、
雅
楽
本
来

の
真
正
な
る
姿
で
は
な

い
、
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
楽
部
の
楽
人
た
ち
は
、
雅
楽
の
旋
律
が
俗
楽
風
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
内
心
不
満
や
疑
問

を
感
じ
な
が
ら
も
、

一
応
、
現
在
の
伝
承
と
し
て
、
師
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
肯
定
的
に
実
践
し
て

い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

変
化
し
た
現
在

の
姿
を
受
け
入
れ
実
践
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
ま
ま
記
述
し
た
の
が
楽
人

や
兼
常
の
立
場
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
拒
否
し
よ

う
と
し
た
の
が
直
麿
の
立
場
で
あ
る
。
両
者
の
立
場
に
つ
い
て
、
直
麿
と
も
兼
常
と
も

一
歩
離
れ
た
立
場
か
ら
、
須
永
克
巳
は
語
る
。
「音
楽

は

一
つ
の
生
命
あ
る
も
の
で
あ
る
。
時
が
た
つ
に
従

っ
て
変
化
も
す
る
し
消
長
も
あ
る
。
時
代
離
れ
し
て
居
て
も
さ
す
が
に
明
治
以
来
の
急
変

は
此

の
組
織
に
も
浸
透
し
て
居
る
。
表
明
化
し
な
い
で
も
何
か
大
き
い
革
命
が
胎
ま
れ
て
居
る
気
配
が
あ
る
。
之
を
外
部
か
ら
嗅
ぎ
出
し
て
問

題
の
口
火
に
点
火
し
よ
う
と
し
た
の
が
兼
常
博
士
で
あ
る
。
急
激
な
爆
発
が
そ
の
本
館
を
破
壊
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
部
分
的
な
改
修
か
ら
雅

楽
の
再
興
を
企
て
た
の
が
近
衛
氏
で
あ
る
」
(須
永

一
九
三
三
)
。
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「部
分
的
な
改
修
か
ら
雅
楽
の
再
興
を
企
て
る
」
が
、
こ
の
場
合
、
五
線
譜
に
お
い
て
現
行
の
半
音
化
し
た
音
程
を
平

安
の
昔
の
理
論
的
に

正
し
い
音
程
に
復
し
て
記
す
行
為
と
な
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
大
箏
築
の
製
作
や
女
性
の
舞
楽
も
、
実

は
平
安
時
代
の
伝

承
の
復
興
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
(27
)。
つ
ま
り
、
直
麿
が
雅
楽
同
志
協
会
の
活
動
や
、
雅
楽
の
五
線
譜
化
に
よ
っ
て

「普
遍
化
」
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
雅
楽

の

「復
古
的
理
想
」
の
姿
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
直
麿
に
と
っ
て
五
線
譜
と
は

「復
古
的
理
想
」
を
紙
面
の
上
で
実

現
す
る
場
で
あ
り
、

雅
楽
同
志
協
会
は
、
そ
れ
を
実
際
の
音
や
舞
の
レ
ベ
ル
で
実
現
す
る
場
な
の
で
あ

っ
た
。

直
麿
以
後
も
雅
楽
の
五
線
譜
化
は
続
く
。
し
か
も
、
戦
後
は
、
出
版
に
よ

っ
て
さ
ら
に
広
い
範
囲
の
人
々
に
流
通
す
る

こ
と
に
な
る
。
戦
後

の
雅
楽
五
線
譜
化
を
代
表
す
る
の
が
、
前
述
し
た
山
井
基
清
と
芝
祐
泰
と

い
う

二
人
の
楽
人
の
業
績

で
あ
る
。
山
井

基
清
は

『風
俗
訳
譜
』

(
一
九
六

一
)
、
『催
馬
楽
訳
譜
』

(
一
九
⊥ハ
六
)

(と
も
に
岩
波
書
店
)、
芝
祐
泰
は

『雅
楽

第

一
集

管
絃
総
譜
』

(
一
九
五
五
)、
『雅
楽

第
二
集

催
馬
楽
総
譜
』
(
一
九
五
六
)

(以
上
、
龍
吟
社
)、
『五
線
譜
に
よ
る
雅
楽
総
譜
』

(全
四
冊
)
(
一
九
六
八

～
七
二
)
(カ
ワ
イ
楽

譜
)
を
上
梓
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
山
井
の
五
線
譜
は
、
著
者
自
信
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
廃
絶
し
た
風
俗
や
催
馬
楽

の
旋
律
の
復
元
を
目

指
し
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
、
現
行
伝
承
の

「採
譜
」
で
は
な
く
、
「復
元
研
究
成
果
の
公
開
」

で
あ
る
。
ま
た
、
芝

の
五
線
譜
も
、
弦
楽

器
の
調
弦
(28
)や
音
型
(29
)が
現
行
そ
の
ま
ま
で
な
い
な
ど
、
明
ら
か
に
芝
の
歴
史
的
研
究
の
成
果
と
思
わ
れ
る
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
は
、
こ
の
二
人
の
楽
人
に
お
い
て
も
、
歴
史
研
究
の
結
果
に
よ
る

「復
古
的
理
想
」
が
西
洋
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
五
線
譜
に
お

い

て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
の
始
め
、
西
洋
音
楽
と
出
会

っ
た
雅
楽
人
た
ち
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
西
洋
音
楽
と
そ
の
記
譜
法
を
習
得
し
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
雅

楽
が
西
洋
と
は
異
な
る
が
け

っ
し
て
西
洋
に
劣
ら
な
い

一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
を
持

っ
た

「高
度
な
」
音
楽
で
あ
る
こ
と
を

、
西
洋
の

「普
遍
言

語
」

で
あ
る
五
線
譜
に
記
述
す
る

(で
き
る
)
こ
と
で
証
明
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て

一
方
で
、
西
洋
と
の
出
会
い
は
、
雅
楽
人
の
自
己
の
伝

三
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統
に
対
す
る
意
識
を
先
鋭
化
さ
せ
、
雅
楽
内
部
の
歴
史
的
考
察
の
深
化

へ
と
繋
が
っ
て
行

っ
た
。
つ
ま
り
、
単
に

「五
線
譜
で
記
述
す
る
」
こ

と
か
ら
、
「何
を
記
述
す
べ
き
か
」
と
い
う
点
に
採
譜
者
の
視
点
が
移

っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
場
合
の

「何
」
は
、
「復
古
的
理
想
と
し

て
の
雅
楽
」
で
あ
っ
た
。
直
麿
の
五
線
譜
の
業
績
は
、
戦
後
続
々
と
刊
行
さ
れ
る
山
井
や
芝

の
復
元
研
究
的
五
線
譜
の
萌
芽
的
意
義
を
持

っ
て

い
る
。
ま
た
、
直
麿
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
雅
楽
は
、
伝
統
音
楽
を
モ
チ
ー
フ
に
使

っ
た
そ
の
後

の
作
曲
家
達

の
技
法
の
先
取
り
と
し
て
、
日
本

に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
史
に
お
い
て
も
重
要
な
意
義
を
持

っ
て
い
る
。
近
衛
直
麿
の
業
績
は
、
近
代
の
日
本
伝
統
音
楽
史
と
西
洋
音
楽
受

容
史

の
双
方
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
担

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
八

付
記本

稿
は
、

一
九
九
九
年
六
月
二
五
日
、
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
会
第
二
回
研
究
発
表
会
で
の
発
表

「日
本
伝
統
音
楽
と

「近
代
」
1
特
に
雅

楽
の
五
線
譜
化
に
つ
い
て
l
L、
お
よ
び
、
七
月
三
日
、
東
洋
音
楽
学
会
第
四
二
五
回
定
例
研
究
会
で
の
発
表

「近
代

に
お
け
る
雅
楽

の

「普

遍
化
」
1
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
雅
楽
の
五
線
譜
化
を
め
ぐ

っ
て
ー
L
を
も
と
に
、
加
筆
作
成
し
た
。
東
洋
音
楽
学
会
の
研
究
会
に
お

い
て
、
筆
者
の
発
表
に
合
わ
せ
て
急
遽

「近
衛
直
麿
と
雅
楽
」
と
題
す
る
資
料
の
展
観
を
開
い
て
下
さ
っ
た
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
長
の

福
島
和
夫
先
生
と
、
両
学
会
に
お
い
て
有
益
な

コ
メ
ン
ト
を
下
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

注(1
)

(2
)

旧
京
都
方

に
は
多
、
安
倍
、
豊
、
山
井
、
旧
奈
良
方

に
は
上
、
辻
、
奥

、
芝

、
窪
な
ど
、
旧
大
阪

(天
王
寺
)
方

に
は
、
薗

、
東
儀
、
林
、
岡

な
ど

の
家

が
あ

る
。
雅
楽
局
設
置

の
前
後
の
状
況
に
関
し

て
は
塚
原
康
子
の
研
究

(塚
原

一
九
九
九
)
を
参

照
。

四
〇
数

冊
か
ら
成
る
雅
楽

の
楽
譜
集
の
総
称
。
正
式

に
は
、
声
楽
、
器
楽

、
舞

の
種
目
、
楽
器
別

に
楽
譜

が
分
か
れ

て
お
り
、
各

「鳳
笙
中
小
曲

譜
上
し



(3
)

(4
)

(5
)

(
6
)

(
7
)
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(
H

)

な
ど

の
よ
う

に
独
自

の
名
称
を
持

っ
て

い
る
。
「明
治
撰
定
譜
」

の
成
立
に
つ
い
て
は
蒲
生
美
津
子

の
研
究

(蒲
生

一
九
八
六
)
が
あ
る
。

明
治
初
期

の
楽
人
作
曲
の
唱
歌

に

つ

い
て
は
、
外
山
友
子

(外
山

一
九
七
八
)
、
伊

吹
山
真
帆
子

(伊
吹
山

一
九
七
九
)
ら

の
研
究
が
あ
る
。
明
治
初
期

の
唱
歌
は
、
雅
楽

の
伝
統
的
特
徴
を
色
濃
く
反
映
し
た
も

の
で
、
西
洋
音
楽

の
要
素
は
未
消
化
状
態
。

鐵
管
、
五
線
譜
と
も
に
東
京
芸

術
大
学

に
現
存
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
鎗
管

は
痛

み
が
激
し
く
、
現
在
音

の
再
生
に
関
す
る
研
究

が
行
わ
れ
て
い
る
。
五

線
譜
は

マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ

て

い
る
。

壱
越

調

の

㎝
九
曲

は
次
の
通
り
。

〈
迦
陵
頻
急
〉

〈賀

殿
急
〉

〈菩
薩
破
V

全
豆
團
嬌
〉

〈蘭
陵
王
V

〈春
鶯

聴
入
破
〉

〈胡
飲
酒
破
〉

〈北
庭
楽
〉

〈酒
胡
子
〉

〈春
鶯
噂
颯
踏
〉

〈武
徳
楽
V

〈酒
青
司
〉

〈新
羅
陵

王
急
〉

〈承
和
楽
〉
〈十
天
楽
〉

〈回
盃
楽
V
〈迦
陵

頻
破
〉

〈賀
殿
破
V
〈胡
飲

酒
序
〉
。
採

・
訳
譜
者
は
、

お
く
よ
し
い
ぎ

と
う

ぎ

と
し
た
つ

お
おの
た
だ
も
と

お
8の

(
一
八

六

五

～

一
九

二

二
)
、

多

生

年

順

に
奥

好

義

(芭

(
一
八

五

七

～

一
九

三

三
)
、

東

儀

俊
龍

(肇
築

)

(
一
八

五

七

～

一
九

二
七

)
、

多

忠

基

(笛

)

ひ
ざ
は
る

ひ
ろ

た

りゆ
う

た

ろ
う

久
寅

(笙
)

(
一
八
八
四
～

一
九

三

こ

の
四
名

の
楽
人
と

、
西
洋
音
楽
家

の
広
田
龍
太
郎

(
一
八
九

二

～

一
九
五
二
)
で
あ

る
。
楽
人
は
基
本
的

に
そ

れ
ぞ
れ
の
専

門
と
す
る
楽
器

の
部
分
を
担
当
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
広
田
は
西
洋
音
楽

の
専

門
家
と

し
て
、
五
線
譜
を
校

閲
す
る
よ
う
な
立
場

に
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
多
忠
基
は
大
正

八
年
の
採
譜
に
参
加
し
た
あ
と
、
大
正

=

年
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。
大
正

=
二
年

か
ら
は
笛

の
部
分
は
奥
好
義

が
受
け
持

っ
て
い
る
。

四
辻
公
賀

の
五
男
。
東
儀
季

熈

の
養

子
と
な
る
。

本
名
季
治

(す
え
は
る
)
。
雅
楽
界

よ
り
も
む
し
ろ
西
洋
音
楽

の
作
曲
、
新
劇

で
活
躍

し
た
。
音
楽
関
係

で
は
オ
ペ
ラ

「常
闇
」

(
一
九
〇
六
)
、
「都

の
西

北
」

(
一
九
〇
七
)
作
曲
、
西
洋

音
楽

エ
ッ
セ
i

『音
楽
通
解
』

(
一
九
〇
七
)
が
あ
る
。

京
都
生
ま

れ
。

一
八
七
.
一年
、
東
L
。

ロ
シ
ア
皇
太
子

の
前

で
童
舞
。

一
九
二
四
年

ま
で
楽
部

に
勤
務

。

一
八
ヒ
四
年

、
東
上
。
芝
葛
房

の
四
男
、
辻
則
正

の
養
子
と
な

る
。

一
九
〇
九

～
一一"四
年
ま
で
楽
部

に
勤

務
。
大
正
の
終
わ

り
こ
ろ
よ
り
、
催
馬
楽

の
復
元
研
究
に
取
り
組

む
。
洋
楽
に
雅
楽

の
特
徴
を
取
り
入
れ
た

〈平
調

の
メ

ヌ
エ
ッ
ト
〉

〈夜
多
羅
〉
な
ど

の
作
曲
も
行
う
。

一
九
二
二

～
五
五
楽
部
に
勤
務
。

一
九
六
五
年
日
本
芸
術
院
会
員
。

三
九
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(17
)

(18
)

(
19
)

(20
)

(21
)

東
儀
民
四
郎

の
長
男
。

]
九
三
一二
～
七
六
年
楽
部
勤
務
。

芝
祐
泰

の
一、勇

。

一
九

五
七
～
八
四
年
楽
部
勤
務

。
東
京
芸
大

の
ほ
か
、
国
立
音
大
で
も
雅
楽

を
教
え

る
。
新
作

雅
楽
曲
、
国
立
劇
場
で
の
廃
絶
雅
楽
曲

の
復
元
多
数
。

一
八
九
八
～

一
九
三
六
年
ま

で
楽
部
に
勤
務

。

旧
華
族
を
中
心
に
明
治

一
.二
年
に
設
立
さ
れ
た
雅
楽

の
愛
好
団
体
。

「
西
洋
音
楽
と
雅
楽

の
融
合

」
を
目
指
し
て

い
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
直
麿

の
発
言
か
ら
は
必
ず

し
も
明
確

に
読
み
取

れ
な

い
が
、
結
果
と
し

て
、
後

世

の
松
平
頼
則
や
黛
敏
郎

の
雅
楽

や
声
明
に
基

づ

い
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品

の
先
駆
け
と
な

っ
て

い
る

(後
述
)
。

あ

お

は

ら

し

げ

あ
き
ら

大
原
重
明

(
一
八
八
三

～

一
九
六

一
)
が
作
曲
、
作
舞
、
作
装
束
。
大
原
家

は
代
々
御
神
楽
を
家
業
と
す
る
家
柄

で
、
重
明
は
昭
和
二
五

(
}
九

五
〇
)

の
歌
会
始
ま
で
歌
披
講

や
講
頒

の
役
を
勤
め
た
。
自
ら
大
正
五

(
}
九

=

ハ
)
年
に

「
郵
曲
会

」
を
組
織
し
た
ほ
か
、
綜
竹
会
や
雅
楽
普

及
会

に
も
参

加
し
た
。

「
雅
楽
同
志
協
会

日
誌
抄

」

に
よ
る
と
箏
簗
制
作

者

の
鈴
木
直
八

に
依
頼
、

昭
和
六
年
七
月

二
三
日
完
成

(近
衛

一
九

三
四

a
)
。
こ
の
大
箏

簗
を
用

い

た

〈新
演
出
法
に
よ
る
越

天
楽
〉

の
楽
譜
が

『
雅
楽

五
線
譜
稿
』

(後

出
)

の
第
六
冊
に
お
さ
め

ら
れ
て
い
る
。

兼
常
清
佐

(
一
八
八
五

～

一
九

五
七
)
は
東
大

の
学

部
で
ギ
リ
シ
ヤ
哲
学
、
大
学
院

で
日
本
古

典
音
楽
と
音
楽
心
理
学
を
専
攻
、

一
九

一
五
年

に
は
東
京

音
楽
学
校
ピ

ア
ノ
科
に
入
学
し
実
技
も
修
め

て

い
る
。
昭
和
五

(
】
九

三
〇
)
年
、
西
洋
音
楽

(美
学
)
の
辻
荘

】
と
と
も

に
、
『日
本
音
楽
集
成

第

}
編
第

一
輯

催
馬
楽
』

(現
行
催
馬
楽
全
六
曲

の
総
譜
)
を
南
葵
音

楽
図
書
館
か
ら
出
版

し
た
。
五
線
譜
化

の
方
法
、
姿

勢
を
め
ぐ

っ
て
近
衛
直
麿
と

論
争
を
行

っ
て
い
る

(後
述
)
。

今
日

の
雅
楽
に
お

い
て
は
、
伝
統
的
楽
譜
と
実
際

に
演
奏
さ
れ
る
音
楽

と

の
間
に
は
、
「隔
た
り
」

が
あ
る
。
「隔
た
り
」

は
、
多
く
の
場
合
、

口
頭

で
伝

え
ら

れ
る
演
奏
慣
習
あ
る

い
は
楽
譜
読
解
の
約
束
事

を
理
解
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
埋
め
る
こ
と

が
で
き

る
。
し
か
し
、
音
楽
自
体
が
長

い
伝
承

の
過
程

で

変
化
し
た
た
め
、
「約
束
事
」
を
逸
脱
し
、
楽
譜

と
実
際

の
音
楽

の
関
係
は
今
日
で
は

一
元
的

で
は
な
く
な

っ
て
い
る
。

福
島
和

夫
氏

の
ご
教
示

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
と
前

後
し

て
、

ロ
シ
ア
人
音

楽
家
、

ア
レ
ク
サ

ン
ド

ル

・
チ

ェ
レ
プ

ニ
ン

(≧
Φ
×
雪
母
「
Z
.
↓
魯

Φ
「8

ロ
【7

四
〇
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(
28
)

(
29
)

天
九
九⊥
九
七
七
)

が

一
九

三
四
⊥

二
七
年

の
日
本
滞
在
中

に
東
京

で
創
設
し
た
出
版
社

か
ら
直
麿
の
五
線
譜

〈越
殿
楽
〉
が
上
梓
さ
れ
た
と

の
説
も
あ

る
が
、

未
確
認

で
あ

る
。

平
調

〈難
徳
〉

〈陪
腫
〉
、
壱
越
調

〈蘭

陵
王
〉

の
編
成
は
、
笛

の
部
分
に
ピ

ッ
コ
ロ
、

琵
琶
の
部
分
に

フ
ァ
ゴ

ッ
ト
を
加
え

る
な
ど
、
楽
曲

に
よ

っ
て
若

干
の
相
違

が
あ

る
。

『雅
楽
五
線
譜
稿
』
第

一
冊
、
黄
鐘

調
と
平
調
の

〈越
天
楽
〉

(オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版

)

の
表
紙
に

「長
途

の
安
全

を
祈
る

呈
秀
兄
様

直
麿
」
と
あ
り
、

饅
別
と
し
て
直
麿

か
ら
秀
麿
に
送
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
音
楽

の
各
種

目
に
通
じ
そ
の
研
究
を
行

っ
た
ほ
か
、
戦
前

の
琉
球
、
台
湾
、
朝
鮮
、
中
国
、
南
洋

で
精
力
的

に
現
地
の
音
楽
調
査
を
行

っ
た
。

「雅
正
な
音
楽

」

に
対
ず
る
概
念
。
近
世
以
降
の
日
本

で
は
民
謡

や
三
味
線
音
楽
な
ど
主
と
し
て
庶
民
層

で
享
受

さ
れ
る
日
本
音
楽

の
種
目
を
指
す
。

前
掲
、
田
辺

の
文
章
中
に
見
ら
れ

る
楽
部

の
楽
人

・
上
真
行

(
一
八
五

一
～

一
九
三
七
)

の
発
言
。

大
箏
簗
は
平
安

時
代
の
康
保
年
間
ま

で
用

い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が

『
西
宮
記
』
な
ど

か
ら
明

ら
か

で
あ
る

(寺
内

一
九
八
六
)。
ま

た
、
女
性

の
舞
楽

も

現
在

の
楽

部
で
は
行
わ
れ
な

い
が
、

『年
中
行
事
絵
巻
』

な
ど
を
見

る
と
平
安
時
代

に
は
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

平
調
に
お
け

る
箏

の
調
弦
は
現
行
と
異
な
り
、
藤
原
師
長

(
一
=
二
八
～

一
一
九
二
)
撰

の
箏
譜

『仁
智
要
録
』
所
載

の
調
弦
と
近

い
。
蒲

生
美
津
子
氏

の
御
教
示

に
よ
る
と
、
生
前
、
祐
泰

は

「研
究
の
結
果
、
こ

の
調
弦

が
適
当
と
判
断

さ
れ
る
」
と
述

べ
て
い
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

只
拍
子
と
よ
ば
れ

る
リ
ズ
ム
類
型

の
楽
曲

に
お
け
る
箏

の
音

型

(早
掻
)
が
、
現
行
と
異

な

っ
て

い
る
。

引
用
文
献

伊
沢
修
二

一
八
八
四

(
]
九
七

一
)

伊
吹
山
真
帆
子

「音
楽
取
調
成
績
申
報
書
」
『洋
楽
事
始

音
楽
取
調
成
績
申
報
書
』
(東
洋
文
庫

一
八
八
)
東
京
、
平
凡
社
。

四

一



一
九
七
九

「保
育
唱
歌
に
つ
い
て
」
『東
洋
音
楽
研
究
』
第
四
四
号
、

一
～
二
六
頁
。

兼
常
清
佐

一
九
三
〇
a

『日
本
音
楽
集
成

第

一
編
第

一
輯

催
馬
楽
』
東
京
、
南
葵
音
楽
図
書
館
。

一
九
三
〇
b

「雅
楽
の
譜
に
つ
い
て
」
『音
楽
世
界
』
第
二
巻
第

一
二
号
、
四
四
～
四
七
頁
。

蒲
生
美
津
子

一
九
八
六

「明
治
撰
定
譜
の
成
立
事
情
」
『音
楽
と
音
楽
学
-
服
部
幸
三
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
』
東
京
、
音
楽
之
友
社
、
二
〇
五
～
二

三
八
頁
。

近
衛
直
麿

一
九
三

一

『蘭
陵
王
破
』

(五
線
譜
)
『音
楽
世
界
』
第
三
巻
第
七
号
、
二
五
七
～
二
六
四
頁
。

一
九
三
三

(三
四
)
『雅
楽
五
線
譜
稿
』
近
衛
家
発
行
。

一
九
三
四
a

『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(頁
、
丁
づ
け
な
し
)
。

一
九
三
四
b

「雅
楽
の
譜
の
欧
風
化
-
兼
常
博
士

の
完
成
さ
れ
た
l
」
『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(初
出
は

『音
楽
世

界
』
第
二
巻
第

一
一
号
、

一
九
三
〇
年

一
一
月
、
八
四
～
八
九
頁
)。

一
九
三
四
c

「雅
楽
五
線
譜
化
の
悩
み
」
『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(初
出
は

『音
楽
春
秋
』

一
九
三
〇
年

一
二
月
)
。

一
九
三
四
d

「蘭
陵
王
の
編
曲
に
つ
い
て
」
『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(初
出
は

一
九
三
〇
年

一
二
月
か
。
出
典
不
明
)
。

一
九
三
四
e

「再
び
兼
常
博
士
に
」
『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(初
出
は

『音
楽
世
界
』
第
三
巻
第

一
号
、

一
九
=
二

年

一
月
、
七
四
～
七
六
頁
)
。

一
九
三
四
f

「舞
楽
装
束
と
舞
台
を
得
た
悦
び
」
『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(初
出
は

『音
楽
世
界
』
第
三
巻
第
五
号
、

四
二



一
九
三

一
年
五
月
、

=

二
～

一
一
五
頁
)
。

一
九
三
四
9

「舞
楽
蘭
陵
王
の
音
楽
」

『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(初
出
は

『音
楽
世
界
』
第
三
巻
第
七
号
、

一
九
三

一
年
七
月
、
九

一
～
九
五
頁
)
。

一
九
三
四
h

「雅
楽

の
将
来
」
(上
)
(下
)

『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(初
出
は

『時
事
新
報
』

一
九
三

一
年
七
月
二
〇

日
、
二

一
日
の
コ
ラ
ム
「東
洋
趣
味
」)
。

一
九
三
四
i

「宮
中
に
残
る
純
粋
音
楽
舞
楽

の
話
」
『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(初
出
は

一
九
三

一
年
七
月
。
出
典
不

明
)
。

一
九
三
四
ー

「雅
楽
同
志
協
会
の
雅
楽
と
舞
楽
」
『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行

(ジ
ャ
パ
ン
ツ
ー
リ

ス
ト
の
た
め
に
、
脱

稿
は

一
九
三
〇
年
二
月
。
発
表
は

一
九
三
二
年

一
二
月
)。

一
九
三
四
k

「雅
楽

の
新
し
い
扱
ひ
方

(大
箏
簗
の
活
用
)」

(生
前
未
発
表
)
『近
衛
直
麿
遺
稿
雅
楽
篇
』
水
谷
川
忠
麿
発
行
。

近
衛

秀
麿

一
九
六
〇

『近
衛
秀
麿

越
天
楽
』

(現
代
日
本
音
楽
選
)
、
東
京
、
音
楽
之
友
社
。

須
永

克
巳

一
九
三
一二

「近
衛
直
麿
氏
と
雅
楽
」

『近
衛
直
麿
追
悼
録
』
室
淳

(発
行
)、
五
五
オ
～
五
八
ウ
。

田
辺
尚
雄

一
九
三

一

『世
界
音
楽
全
集
18

日
本
音
楽
集
』
東
京
、
春
秋
社
。

一
九
三
一二

「日
本
音
楽
の
楽
譜
に
就

て
」
『近
衛
直
麿
追
悼
録
』
室
淳

(発
行
)
、
六
一ニ
オ
～
六
四
オ
。

塚
原
康
子

四
三



一
九
九
三

一
九
九
八

一
九
九
九

寺
内
直
子

一
九
八
六

外
山
友
子

一
九
七
八

皆
川
達
夫

一
九
八
五

室
淳

(発
行
)

一
九
三
三

『十
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
西
洋
音
楽

の
受
容
』
東
京
、
多
賀
出
版
。

「明
治
前
期
の
宮
内
省
楽
部
-
近
代
日
本

の
宮
廷
音
楽
制
度

の
再
検
討
」
東
洋
音
楽
学
会
第
四
九
回
大
会

(於
南
山
大
学
)
口

頭
発
表
。

「明
治
三
年
雅
楽
局
設
置
前
後
」
『昭
和
音
楽
大
学
研
究
紀
要
』
第

一
八
号
、
二

一
～
三
七
頁
。

「奈
良

・
平
安
時
代

に
お
け
る
雅
楽
の
打
楽
器
法
の
変
遷
-
舞
楽
と
管
絃
ー
」
『雅
楽
界
』
第
五
九
号
、
東
京
、
小
野
雅
楽
会
、

二
二
〇
～
二
五
七
頁
。

「幼
稚
園
唱
歌
事
始
」
『東
洋
音
楽
研
究
』
第
四
三
号
、

一
～
五

一
頁
。

『楽
譜
の
歴
史
』
東
京
、
音
楽
之
友
社
。

『近
衛
直
麿
追
悼
録
』。

一
九
九
九
年
七
月
二
二
日
、
直
麿
氏
命
日
に
脱
稿

四
四



表 一 雅 楽 同志 協 会 演 奏 会 一覧(昭 和6年1月 ・-7年6月 まで)

年 月 日 演奏会 曲 目

6.1.17

6.2.7

6.2.19

6.3.14

6.4.ll

6.5.16

6,6.13

6.9.26

6.10.21

6.11.3

6.ユ1,4

6.11.5

6.ll.26

6.12,17

7.1.28

7,2.11

7.2.23

7.3.26

7.4.26

7,5.24

7.6.20

7.6.21

第一回演奏会

第二回演奏会

サハロフ夫妻招待

舞楽私演

第三回演奏会

第四回演奏会

春季大公演

第六回演奏会

第七回演奏会

第八回演奏会

増上寺尼宮大親修

東京美術学校

増上寺

第九回演奏会

第十回演奏会

第十一回演奏会

建国祭(三越ホール)

第十二回演奏会

第十三回演奏会

第十四回演奏会

第十五回演奏会

第十六回演奏会

オ リンピ ック壮 行会

管絃

管絃

絃

楽

絃

楽

絃

楽

絃

楽

絃

楽

絃

楽

絃

楽

楽

楽

楽

絃

楽

絃

楽

絃

管

舞

管

舞

管

舞

管

舞

管

舞

管

舞

管

舞

舞

.舞

舞

管

舞

管

舞

管

歌披講

舞楽

楽

絃

楽

絃

楽

絃

楽

絃

楽

絃

楽

楽

舞

管

舞

管

舞

管

舞

管

舞

管

舞

舞

平調 音取、五常楽急、皇豊急、老君子、嘉辰(朗 詠)

越天楽、難徳(舞 楽な し)

壱越調 音取、賀殿急、陵王破、胡飲酒

新豊(朗 詠〉、武徳楽(舞 楽なし)

平調 音取、越天楽

陵王、納曽利

平調 音取、三台盟急、春楊柳、越天楽、小娘子、王昭君

高麗楽(曲 目不明)

双調 音取、席田、春庭楽、胡飲酒破、酒胡子、武徳楽

高麗壱越調小音取、胡蝶

黄鐘調 音取、西王楽、越天楽

振鉾、羅陵王、納曽利、還城楽、長慶子

盤渉調 音取、春過、青海波、越天楽(残 楽三返)

筑波神楽、振鉾、延喜楽、長慶子

太食調 音取、合歓盤、輪鼓揮脱

振鉾、蘭陵王、八仙、長慶子

壱越調 音取、入破、胡飲酒破

振鉾、迦陵頻、納曽利、長慶子

陵王、胡蝶、長慶子

振鉾、陵王、納曾利

還城楽、仁和楽、長慶子

平調 音取、更衣、越天楽(大 筆簗付)

振鉾 抜頭、仁和楽、長慶子

双調 音取

其駒、還城楽、長慶子

黄鐘調 音取、青海波、拾翠楽

蘭陵王、八仙、長慶子

陵王、仁奈楽、迦陵頻、納曾利、還城楽

盤1歩調 音取 輪塁、白左主

万歳楽、落踵、長慶子

なし

筑波神楽、迦陵頻、胡蝶、長慶子

太食調 音取、傾盃楽、王昭君

振鉾、桃李花、還城楽、長慶子

壱越蝶音取、春鶯嚇颯踏、胡飲酒破(残 楽)

韓神、抜頭、長慶子

平調 音取、春楊柳、小郎子

甘州、落眸、長慶子

還城楽

演奏会場

第一回=神 田明神社務所、第ニー三回

オリンピック壮行会:日 比谷公会堂

市ケ谷八幡社務所、第四一十六回 丸ノ内生命保険協会講堂
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表 二 近衛 直 麿 『雅 楽五 線 譜 稿 』 一 ～ 九(東 京芸術大学附属図書館蔵W768.2/Ko8)

第 一冊(オ ー ケス トラ版)

黄 鐘調 〈越 天 楽〉

平調 〈越 天 楽〉 〈難 徳 〉 〈音 取 〉 〈更 衣 〉

第 二 冊(オ ー ケ ス トラ版)

平 調 〈陪 臆 〉(只)

壱 越 調 〈蘭 陵 王 〉 〈音 取 〉

高 麗 壱越 調<Nasoripourdanse>

第 三 冊(雅 楽 採 譜)

平 調 〈越 天 楽 〉(三 管 、 両 絃 、 三鼓 のス コ ア)

黄 鐘 調 〈越 天 楽 〉(三 管 、 両 絃 、 三鼓 のス コ ア)

盤 渉 調 〈越 天 楽〉(三 管 、 両絃 、 三鼓 のス コ ア)

第 四 冊(雅 楽採 譜)

平 調 〈陪 臆 〉(夜 多 良)(三 管 、 三 鼓)

〈陪 腫 〉(只)(三 管 、両 絃 、 三 鼓)

第 五 冊(雅 楽採 譜)

太 食 調 〈還 城 楽 破〉(夜 多 良)(三 管 、 三 鼓)

壱 越 調 〈武 徳 楽 〉(三 管 、 両 絃 、 三鼓)(昭 和4年11月 の 日付 けあ り)

六 調 子 〈音 取 〉

雑 ス ケ ッチ 、 パ ー ト譜

第 六 冊(雅 楽採 譜 、 「近 衛 直 麿 雅 楽 用 箋」 使 用)

平調

黄鐘調

盤渉調

平調

〈越 天 楽 〉(三 管 、 両 絃 、 三鼓 の ス コ ア)唱 歌(ロ ー マ字)

〈越 天 楽 〉(三 管 、 両 絃 、 三鼓 の ス コ ア)唱 歌(ロ ー マ字)

〈越 天 楽 〉(三 管 、 両 絃 、 三鼓 の ス コ ア)唱 歌(ロ ーマ 字)

〈新 演 出法 に よ る越 天 楽(平 調)大 箏 築付 〉 伝 統 楽 器+大 箏 築

〈陪臆 〉(只)(三 管 、両 絃 、 三 鼓)唱 歌(ロ ーマ 字)

〈陪臆 〉(夜 多 良)(三 管 、 三 鼓)唱 歌(ロ ーマ 字)

第 七 冊(雅 楽採 譜 、 「近衛 直 麿 雅 楽 用 箋」 使 用)

壱 越 調 く蘭 陵王 〉(管 絃)(三 管 、 両 絃 、 三鼓 の ス コ ア)

〈蘭 陵王 〉(舞 楽)(三 管 、 三 鼓 の ス コア)

〈陵王 乱 声 〉(還 城 楽 用)〈 噂 〉

〈Genjoo-raku>(陵 王 乱 声)

第八 冊(雅 楽採 譜 、 「近衛 直 麿 雅 楽 用 箋」 使 用)
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高麗

壱越調

双調

平調

催馬楽

双調

高麗

〈納 曾利 破 〉 〈納曾 利 急 〉

〈武徳 楽〉(三 管 、両 絃 、 三 鼓)唱 歌(カ タカナ)

〈鳥急 〉(三 管 、両 絃 、 三 鼓)唱 歌(カ タカ ナ)

〈五常 楽急 〉(三 管 、両 絃 、 三 鼓)唱 歌(カ タ カナ)

〈更 衣〉 ス コア、 歌 詞 ロー マ字

〈酒胡 子 〉(三 管 、両 絃 、三 鼓)

〈胡蝶 〉

第九冊(雅 楽採譜、「近衛直麿雅楽用箋」使用)

盤渉調

太食調

黄鐘調

盤渉調

平調

雑

〈白柱 〉(三 管 、両 絃 、三 鼓)唱 歌(ロ ー マ字)

〈合 歓塩 〉(三 管 、両 絃 、三 鼓)唱 歌(ロ ーマ 字)

〈千 秋 楽〉(笛 、箏 築 の み)唱 歌(カ タカ ナ)

〈拾 翠 楽〉(ス ケ ッチ)

〈拾 翠 楽〉(三 管 、両 絃 、三 鼓)

〈青 海 波〉(笛 、箏 築 の み)唱 歌(カ タカ ナ)

〈難 徳〉(三 管 、 両絃 、 三鼓)
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近 衛 直 麿略 年 譜

備考 『近衛直 麿追悼 録』所 載の 「略年譜」、お よび 『近衛 直麿遺稿 雅楽 篇』 を もとに作 成。

明 治

33年8月30日

35年

37年

40年

大 正

2年

3年

9年

9年5月

10年

11年4月

13年

昭和

1年

2年7月

3年11月

5年1月

5年2月

5年11月

6年1月

父 ・篤 麿 、母 ・貞 子 の 三 男 と して生 まれ る。

弟 ・忠 麿生 。

父 ・篤 麿没 。

学 習 院 初等 科 入 学

学習院中等科入学。病気で欠席がち。

暁星中学編入。

弟 ・忠麿、水谷川家に養子。

処女詩集 『和絃』出版(敬 文館)。

戯曲 「生玉依 と大物主」 を雑誌 『象徴』に発表。

ホルン演奏。

笙を薗十一郎に習い、綜竹会に入会。

川島美祢子 と結婚。

東儀民四郎に箏築師事。民四郎は 「雅楽普及会」を昭和3年 に創設。

東京日日新聞主催 「御大典奉祝音楽会」で 〈越殿楽変奏曲〉初演。

(宮城道雄 と共作)
「雅楽普及会」に参加。
「雅楽同志協会の雅楽と舞楽」をジャパンツーリス トのために脱稿。

発表は昭和7年12月 。

兼常清佐 と五線譜化 をめぐり論争。『音楽世界』に 「雅楽の譜の欧

風化一兼常博士の完成された一」を掲載。

パルロホーン蓄音機会社のため、雅楽 〈陵王〉吹き込み。

『音楽春梶 に 「雅楽五線譜化の悩み」を掲載。

日本放送交響楽団を自ら指揮、オケ版 〈陵王〉演奏さる。

「雅楽普及会」脱会。「雅楽同志協会」設立。

『音楽世界』に 「再び兼常博士に」を掲載。

日比谷公会堂の 「近衛秀麿帰朝歓迎楽会」でオケ版 〈越殿楽〉演奏

さる。

日本放送交響楽団を自ら指揮。オケ版 〈蘭陵王〉〈更衣〉〈陪膿〉演
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6年3月

6年3月

6年5月

6年6月

6年7月

6年8月

6年9月

6年11月

7年6月28日

7年7月22日

奏さる。

三越に特注の舞楽装束完成。

このころ 「蘭陵王の編曲について」を執筆か。

琵琶を多忠龍に師事。「舞台装束と舞台を得た悦び」を 『音楽世界』

に掲載。

雅楽同志協会 「月報」創刊。

『音楽世界』に 〈蘭陵王破〉の採譜 と 「舞楽蘭陵王の音楽」を掲載。

「雅楽の将来」を『時事新報』に掲載。鈴木直八に依頼の大箏簗完成。

「宮中に残る純粋音楽舞楽の話」を発表。

雑誌 『童話文学』に 「蘭陵王の話」を掲載。

ニホンレコー ドで神楽付物の録音。

雅楽同志協会第七回演奏会で笙を吹 く。これ以後、琵琶か太鼓のみ。

「雅楽の新 しい扱ひ方(大 箏築の復活)」 を脱稿か。(生前未発表)

入院。

逝去。
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